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本
稿
は
、
既
に
当
研
究
所
か
ら
出
版
さ
れ
た
筆
者
の
「
方
言
論
争
を
究
明
す
る
」
（
沖
縄
文
化
研
究
狐
）
の
内
容
に

深
く
関
係
し
て
い
る
。
主
人
公
吉
田
嗣
延
は
、
当
時
方
言
弾
圧
者
な
ど
と
評
さ
れ
て
、
称
賛
も
さ
れ
非
難
も
さ
れ
た
が
、

晩
年
に
な
っ
て
自
分
の
過
去
を
後
悔
し
、
ラ
ジ
オ
放
送
を
通
じ
て
県
民
に
心
情
を
語
っ
た
。
そ
の
記
録
が
既
刊
の
「
方

言
論
争
を
究
明
す
る
」
で
あ
る
。
そ
の
後
吉
田
は
考
え
を
一
気
に
転
換
し
て
、
方
言
の
復
活
を
願
う
よ
う
に
な
り
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
具
体
的
な
段
取
り
に
着
手
し
た
。
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
現
時
点
の
生
存
者
は
、
筆
者
の
知
る
限

り
四
人
し
か
い
な
い
。
言
い
方
を
変
え
れ
ば
、
吉
田
が
方
言
の
復
活
を
願
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
誰
も
知
ら
な
い
と

ま
え
が
き

方
言
論
争
再
考

ｌ
方
言
復
活
論
者
に
な
っ
た
吉
田
嗣
延
Ｉ

船
津
好
明
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い
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
過
去
を
後
悔
し
た
こ
と
で
さ
え
、
ま
だ
広
く
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

あ
の
頃
は
標
準
語
の
普
及
と
方
言
の
存
続
は
両
立
し
な
い
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
。
吉
田
は
標
準
語
普
及
推
進
の

中
心
的
人
物
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
方
言
を
弾
圧
し
衰
退
さ
せ
た
主
役
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
吉
田
の
仕
事
は
県
の

方
針
に
沿
っ
た
も
の
で
、
当
時
と
し
て
は
正
当
で
あ
っ
た
。
現
在
、
世
は
変
わ
り
、
県
の
方
針
は
方
言
を
復
活
さ
せ
る

向
き
と
な
っ
た
。
現
在
の
県
民
の
吉
田
に
対
す
る
印
象
が
、
概
ね
昔
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
吉
田
は
現
在
の

県
政
に
反
す
る
人
物
に
映
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
正
し
く
な
い
。

本
稿
の
第
一
の
主
眼
は
、
方
言
弾
圧
者
な
ど
と
一
般
に
思
わ
れ
て
い
た
吉
田
嗣
延
が
、
実
は
方
一
一
一
一
口
復
活
論
者
と
な
っ

て
生
涯
を
閉
じ
た
と
い
う
点
に
あ
る
。
そ
の
後
県
の
方
針
も
吉
田
の
願
い
の
通
り
、
方
言
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
本
稿
の
後
半
で
あ
り
の
ま
ま
を
詳
し
く
述
べ
る
。

吉
田
嗣
延
の
生
前
の
業
績
記
録
を
見
る
と
、
標
準
語
や
方
言
に
関
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
吉
田
の
標
準
語
や

方
言
に
係
わ
る
仕
事
は
、
復
帰
な
ど
の
大
き
な
社
会
的
業
績
の
陰
に
隠
れ
て
、
本
人
も
業
績
と
は
思
わ
な
か
っ
た
も
の

か
、
誇
ろ
う
と
も
せ
ず
、
周
り
の
人
は
無
頓
着
と
い
う
事
情
も
あ
っ
て
、
目
立
た
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
吉
田
に

し
て
み
れ
ば
、
自
分
の
長
い
人
生
の
中
で
、
標
準
語
や
方
言
の
こ
と
に
費
や
し
た
時
間
は
非
常
に
短
く
、
ほ
ん
の
一
時

で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。

吉
田
嗣
延
の
生
涯
を
、
沖
縄
の
生
活
言
語
の
歴
史
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
き
、
昭
和
十
五
（
一
九
四
○
）
年
の
方

言
論
争
を
取
り
上
げ
な
い
訳
に
は
い
か
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
を
扱
っ
た
既
存
の
長
編
の
文
献
は
意
外
に
少
な
い
。
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谷
川
健
一
編
の
「
わ
が
沖
縄
第
一
一
巻
方
言
論
争
」
（
一
九
七
○
）
は
、
厚
み
は
あ
る
が
昔
の
新
聞
、
雑
誌
記
事
の
転
載

の
集
ま
り
で
あ
っ
て
、
谷
川
自
身
の
筆
は
な
い
。
「
那
覇
市
史
資
料
篇
第
２
巻
中
３
」
（
’
九
七
○
）
も
苦
の
も
の
の
集

ま
り
で
あ
る
。
岩
波
新
書
「
沖
縄
」
（
’
九
六
三
）
等
に
も
書
か
れ
て
は
い
る
が
、
字
数
は
少
な
い
。
詳
し
く
知
る
に

は
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
中
心
に
、
当
時
の
新
聞
や
雑
誌
の
短
篇
の
記
事
を
個
別
に
た
く
さ
ん
読
む
し
か
な
い
。
そ
の
よ

う
な
事
情
か
ら
、
吉
田
嗣
延
を
書
く
に
当
た
っ
て
方
言
論
争
に
関
す
る
記
事
を
読
み
直
し
、
点
在
し
て
矛
盾
す
る
よ
う

に
見
え
る
複
数
の
事
実
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
確
か
ら
し
い
説
明
を
試
み
る
意
味
に
お
い
て
、
本
稿
の
主
題
を
「
方
言

論
争
再
考
」
と
し
て
、
本
稿
の
前
半
に
置
い
た
。
そ
の
中
で
筆
者
自
ら
刮
目
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
当
時
の
日
本

民
芸
協
会
の
機
関
誌
「
月
刊
民
芸
」
が
、
た
ぶ
ん
意
図
的
で
は
な
く
勘
違
い
だ
と
思
う
が
、
論
争
を
煽
り
立
て
よ
う
と

で
も
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
事
実
で
な
い
こ
と
を
書
い
て
沖
縄
の
言
語
史
を
歪
め
て
し
ま
っ
た
点
で
あ
る
。
こ
の
部

分
は
発
見
で
あ
り
、
本
稿
の
第
二
の
主
眼
で
あ
る
。

方
言
論
争
と
は
、
沖
縄
の
生
活
言
語
の
あ
り
方
を
巡
る
論
争
の
こ
と
で
、
日
本
民
芸
協
会
の
柳
宗
悦
ら
と
沖
縄
県
当

局
の
間
で
な
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
側
に
加
勢
す
る
論
者
が
出
て
、
論
争
は
社
会
的
に
広
が
っ
た
。
時
は
大
日
本
帝
国

が
膨
ら
み
切
ろ
う
と
す
る
時
期
、
統
制
社
会
の
中
、
強
い
日
本
は
軍
国
思
想
を
謡
歌
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
よ
り
大
き

方
言
論
争
再
考
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な
日
本
に
な
ろ
う
と
し
て
、
戦
争
推
進
を
正
義
と
し
、
反
対
者
は
国
賊
と
さ
れ
た
。
方
言
論
争
は
そ
う
い
う
時
代
に
起

き
た
出
来
事
で
、
何
が
正
し
く
、
何
が
誤
り
か
は
、
時
代
を
無
視
し
て
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
あ
の
頃
の
国
と
地
方

の
関
係
は
、
国
家
全
体
主
義
に
基
づ
い
て
い
た
。
現
在
の
国
と
地
方
の
関
係
は
法
律
に
基
づ
い
て
い
る
。
国
（
中
央
）

が
地
方
よ
り
上
位
に
あ
る
こ
と
は
、
い
つ
の
世
も
変
わ
ら
な
い
が
、
方
言
論
争
は
民
間
の
中
央
団
体
と
地
方
の
公
共
団

体
の
対
決
と
い
う
構
図
で
あ
っ
た
。
標
準
語
の
普
及
を
強
く
進
め
る
県
の
政
策
と
、
そ
の
急
進
の
余
り
方
言
を
お
ろ
そ

か
に
す
べ
き
で
な
い
と
す
る
民
芸
側
と
の
見
解
の
相
違
が
論
点
で
あ
っ
た
。
実
生
活
の
改
善
を
急
務
と
す
る
県
側
と
、

古
き
に
憧
れ
る
民
芸
側
と
の
対
立
が
、
伝
統
言
語
に
ま
で
及
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

方
言
論
争
と
は
い
う
が
、
内
容
は
標
準
語
の
普
及
の
仕
方
に
関
す
る
論
争
で
あ
り
、
標
準
語
論
争
と
も
言
わ
れ
る
。

昭
和
一
五
（
一
九
四
○
）
年
一
月
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
の
が
大
方
の
認
識
だ
が
、
実
は
そ
の
前
年
、
昭
和
十
四
つ

九
三
九
）
年
四
月
に
起
き
て
い
る
。
そ
こ
で
の
論
争
は
民
芸
側
と
沖
縄
の
知
識
人
達
の
間
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

激
し
さ
は
感
じ
る
が
県
当
局
は
入
っ
て
い
な
い
し
、
社
会
的
な
拡
が
り
も
な
か
っ
た
。

昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
四
月
二
十
一
日
、
柳
宗
悦
ら
と
沖
縄
の
知
識
階
級
の
人
と
の
、
沖
縄
の
生
活
言
語
な
ど

を
巡
る
論
争
が
、
沖
縄
県
立
第
二
高
等
女
学
校
で
の
座
談
会
で
起
き
た
。
そ
の
様
子
は
月
刊
民
芸
昭
和
十
四
（
一
九
一
一
一

Ｉ
県
立
第
二
高
女
で
の
出
来
事
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九
）
年
八
月
号
の
五
十
二
頁
に
出
て
い
る
。
論
争
の
本
質
が
あ
り
あ
り
と
見
え
る
も
の
で
、
以
下
に
紹
介
す
る
。

柳
宗
悦
「
琉
装
と
沖
縄
ロ
の
制
限
や
廃
止
奨
励
の
こ
と
ほ
ど
解
せ
ぬ
こ
と
は
な
い
。
」

こ
れ
に
対
し
て
沖
縄
の
識
者
か
ら
異
議
が
続
出
し
た
。
識
者
の
名
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

沖
縄
の
識
者

Ａ
「
そ
れ
は
絶
対
に
承
服
で
き
な
い
。
私
の
家
で
は
標
準
語
の
外
は
一
口
も
語
ら
ぬ
様
に
し
て
ゐ
る
。
」
、

Ｂ
「
標
準
語
を
十
分
に
語
れ
な
い
沖
縄
県
人
が
他
府
県
で
ど
ん
な
苦
労
を
し
、
出
世
が
後
れ
て
ゐ
る
か
。
如
何
し

て
も
標
準
語
を
徹
底
し
て
、
後
れ
ぬ
様
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
」
、

Ｃ
「
わ
れ
わ
れ
沖
縄
県
人
や
土
地
の
風
俗
言
語
は
骨
董
品
で
は
な
い
。
新
し
い
時
代
に
は
こ
ん
な
取
の
こ
さ
れ
た

も
の
を
捨
て
Ｌ
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」
、

Ｄ
「
私
共
今
日
ま
で
標
準
語
の
奨
励
徹
底
、
琉
装
の
廃
止
に
つ
と
め
て
来
た
面
目
上
、
今
日
の
御
説
は
受
取
れ
ぬ
。
」

（
１
）
 

一
」
の
う
ち
の
Ａ
は
島
袋
源
一
郎
だ
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
意
見
に
対
し
て
、
民
芸
側
は
主
に
河
井
寛
次
郎
が
答
え
て
「
わ
れ
わ
れ
は
何
も
標
準
語
を
止
め
ろ
と
い
っ

て
ゐ
ろ
の
で
は
な
い
。
之
は
徹
底
的
に
習
得
な
さ
る
が
よ
ろ
し
い
。
し
か
し
、
そ
の
為
に
何
故
沖
縄
ロ
を
廃
止
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
大
和
言
葉
を
今
日
、
も
っ
と
も
よ
く
保
存
し
て
、
古
語
の
研
究
に
生
き
た
材
料
を
供
し
、
語
る

に
美
し
い
こ
の
言
葉
を
何
故
捨
て
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
。
」

右
の
よ
う
な
や
り
取
り
に
な
っ
て
い
る
が
、
河
井
は
更
に
彼
の
観
点
か
ら
沖
縄
の
後
れ
を
否
定
し
、
文
化
が
高
い
、
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生
活
は
立
派
で
美
し
い
、
と
沖
縄
を
讃
え
上
げ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
が
当
時
の
新
聞
に
ど
う
出
て
い
る
か
を
知
ろ
う
と
、
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
四
月
一
一
十
一
一
日
頃

の
沖
縄
の
新
聞
を
探
し
て
い
る
が
見
当
た
ら
な
い
。

宗
悦
は
東
京
を
拠
点
と
し
て
日
本
の
社
会
に
名
を
な
し
た
人
で
、
同
人
達
も
知
識
人
、
芸
術
家
で
あ
っ
た
。
沖
縄
で

の
接
触
相
手
は
主
に
知
識
人
で
あ
り
、
上
手
な
標
準
語
を
耳
に
し
た
。
標
準
語
が
下
手
な
人
は
宗
悦
ら
の
面
前
に
現
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
宗
悦
ら
は
上
流
家
庭
で
馳
走
を
振
舞
わ
れ
、
沖
縄
の
旅
は
厚
遇
に
酔
う
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時

（９』）

の
月
刊
民
芸
誌
を
み
る
と
、
民
芸
同
人
の
沖
縄
旅
行
の
日
記
が
一
の
り
、
船
室
は
一
等
、
沖
縄
側
の
接
遇
も
貴
族
を
迎
え

る
よ
う
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
そ
れ
な
り
の
社
会
的
地
位
を
物
語
っ
て
い
る
。

昭
和
十
四
（
一
九
一
一
一
九
）
年
の
方
言
論
争
は
鮮
明
な
対
決
で
あ
り
、
翌
十
五
（
’
九
四
○
）
年
に
起
き
る
県
当
局
と

の
対
立
と
同
様
、
否
そ
れ
以
上
の
激
し
い
も
の
を
感
じ
る
。

こ
の
時
期
に
吉
田
嗣
延
は
県
庁
学
務
部
に
い
て
、
県
民
の
日
常
生
活
の
改
善
や
そ
の
一
環
と
し
て
標
準
語
の
奨
励
に

力
を
入
れ
て
い
た
。
第
二
高
女
で
の
論
争
は
吉
田
ら
に
伝
わ
っ
た
も
の
か
ど
う
か
。
吉
田
ら
が
も
し
宗
悦
や
河
井
の
話

の
内
容
を
知
っ
た
と
す
れ
ば
、
激
怒
し
た
に
違
い
な
い
。

伝
わ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
民
芸
側
に
強
烈
に
反
駁
し
た
前
述
の
識
者
Ａ
が
、
昭
和
十
一
一
一
（
’
九
三
八
）
年
に
吉
田

（
１
）
 

に
、
学
校
で
の
標
準
語
励
行
の
強
化
を
促
し
た
島
袋
源
一
郎
で
あ
る
と
さ
れ
る
し
、
論
争
の
内
容
は
士
ロ
田
ら
の
耳
に
入

り
易
い
事
情
に
は
あ
っ
た
。
昭
和
十
五
（
’
九
四
○
）
年
一
月
八
日
の
新
聞
に
は
、
沖
縄
の
言
語
に
つ
い
て
の
柳
宗
悦
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の
発
言
が
目
立
た
ず
に
載
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
吉
田
の
反
論
が
大
き
く
新
聞
に
出
た
の
が
一
月
十
日
と
実
に

速
い
の
は
、
前
年
四
月
の
論
争
の
情
報
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
想
像
さ
れ
る
。
学
務
部
の
反
論
声
明
も
一
月
十

一
日
と
速
い
。
文
面
か
ら
察
す
る
と
、
二
つ
と
も
情
報
を
蓄
え
て
い
て
反
論
の
機
会
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
で
さ
え

あ
る
。

当
時
は
、
標
準
語
を
普
及
さ
せ
る
の
が
県
の
基
本
方
針
で
あ
っ
た
か
ら
、
県
の
方
針
を
支
持
す
る
の
が
正
当
で
、
方

言
も
大
切
に
す
る
と
い
う
考
え
方
は
標
準
語
普
及
の
妨
げ
に
な
る
と
考
え
ら
れ
、
不
当
と
さ
れ
た
。
新
聞
、
雑
誌
へ
の

寄
稿
は
自
由
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
論
争
の
時
期
に
は
著
名
人
や
一
般
投
稿
家
の
文
筆
が
多
く
み
ら
れ
る
。
標
準
語
の
普

及
に
反
対
す
る
人
は
い
な
か
っ
た
が
、
方
言
を
ど
う
取
り
扱
う
か
と
い
う
点
で
様
々
な
意
見
が
あ
っ
た
。
県
当
局
は
、

特
に
著
名
人
の
方
言
支
持
の
意
見
に
神
経
を
尖
ら
せ
て
い
た
よ
う
で
、
非
難
し
た
り
有
形
無
形
の
制
裁
を
加
え
た
り
し

た
よ
う
で
あ
る
。
県
外
者
の
立
場
で
、
方
言
を
お
ろ
そ
か
に
す
べ
き
で
な
い
と
堂
々
と
述
べ
た
柳
宗
悦
を
、
県
は
断
固

と
し
て
撃
退
し
た
。

過
去
現
在
を
通
じ
て
沖
縄
の
人
々
を
、
方
言
に
対
す
る
意
識
か
ら
み
る
と
、
大
別
し
て
四
つ
の
型
が
あ
る
よ
う
に
思

う
。
一
つ
目
は
方
言
を
支
持
し
て
積
極
的
に
意
思
表
示
を
す
る
人
達
で
、
数
は
少
な
い
。
二
つ
目
は
生
活
の
場
面
で
方

Ⅱ
論
争
の
主
役
達
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言
を
使
い
、
あ
る
い
は
標
準
語
も
使
う
が
、
意
見
は
言
わ
な
い
人
達
で
数
は
多
い
と
思
う
。
一
一
一
つ
目
は
方
一
一
一
一
口
へ
の
思
い

は
あ
る
が
方
言
は
使
わ
ず
、
方
言
の
衰
退
を
座
視
し
て
い
る
人
達
で
、
数
は
多
い
と
思
う
。
四
つ
目
は
方
言
を
有
害
視

し
て
無
く
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
人
達
で
、
数
は
少
な
い
と
思
う
。
こ
の
う
ち
一
一
つ
目
と
三
つ
目
は
県
民
の
多
数
を
占

め
る
と
思
わ
れ
る
。
特
に
一
一
つ
目
、
即
ち
方
言
も
標
準
語
も
使
う
人
達
が
多
く
い
た
こ
と
は
、
そ
れ
が
故
に
現
在
方
言

が
生
き
残
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
人
達
の
方
言
に
対
す
る
考
え
方
は
、
昭
和
十
五
年
に
出
さ
れ
た
県
布
令

（
後
述
）
で
、
方
言
に
配
慮
し
て
標
準
語
を
普
及
さ
せ
る
と
い
う
方
針
に
よ
く
沿
っ
て
い
る
。
以
下
、
一
つ
目
と
四
つ

目
、
即
ち
方
言
の
顕
著
な
支
持
、
不
支
持
の
両
面
か
ら
目
立
っ
た
数
名
を
挙
げ
て
み
る
。

Ⅱ
１
１
柳
宗
悦

沖
縄
を
四
回
訪
問
し
て
い
る
。
第
一
回
目
は
昭
和
十
一
一
一
（
’
九
三
八
）
年
の
年
末
か
ら
翌
一
月
中
旬
ま
で
だ
が
、
こ

の
期
間
に
は
方
言
論
争
は
な
い
。
策
一
一
回
目
は
昭
和
十
四
（
’
九
一
一
一
九
）
年
一
一
一
月
下
旬
か
ら
四
月
下
旬
ま
で
で
、
県
立

第
二
高
女
で
沖
縄
の
識
者
と
口
頭
で
の
論
争
が
あ
っ
た
。
第
三
回
目
は
昭
和
一
五
（
一
九
四
○
）
年
一
月
上
旬
か
ら
一

月
下
旬
ま
で
で
、
論
争
は
新
聞
を
介
し
て
拡
大
し
、
文
筆
合
戦
の
様
相
を
呈
し
、
そ
の
後
も
続
い
た
。
第
四
回
目
は
昭

和
一
五
二
九
四
○
）
年
七
月
下
旬
か
ら
八
月
下
旬
ま
で
で
、
県
知
事
と
の
会
見
は
宗
悦
の
論
争
の
最
期
と
な
っ
た
。

宗
悦
の
沖
縄
（
琉
球
）
訪
問
の
目
的
意
識
の
根
底
に
は
、
古
い
日
本
が
純
粋
な
姿
で
よ
く
残
っ
て
い
る
、
こ
れ
こ
そ

（
３
）
 

琉
球
の
よ
さ
だ
、
と
い
う
思
想
が
あ
る
。
一
示
悦
は
そ
う
い
う
琉
球
に
憧
れ
て
い
た
。
宗
悦
の
こ
の
思
想
は
彼
の
事
業
。
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職
業
か
ら
必
然
的
に
身
に
つ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

宗
悦
の
主
張
は
、
標
準
語
の
普
及
は
よ
い
が
方
言
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
一
貫
し
て
い
る
が
、

色
々
な
場
面
で
の
言
い
方
、
あ
る
い
は
月
刊
民
芸
誌
で
の
編
集
の
さ
れ
方
が
、
県
側
に
揚
げ
足
を
と
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

（
４
や
）

て
「
宗
悦
は
標
準
語
絶
対
反
対
論
者
」
と
決
め
付
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
一
示
悦
は
昭
和
一
五
（
’
九
四
○
）
年
八
月
一
一

日
、
こ
の
こ
と
で
県
知
事
に
会
っ
て
「
な
ぜ
自
分
が
標
準
語
絶
対
反
対
論
者
な
の
か
」
と
そ
の
理
由
を
求
め
て
詰
め
寄
っ

た
が
、
知
事
は
答
え
ず
論
争
と
な
り
、
知
事
に
「
方
一
一
一
一
口
は
無
く
す
」
と
言
わ
せ
て
し
ま
っ
た
。
宗
悦
は
県
の
方
一
一
一
一
口
廃
止

の
行
政
方
針
に
は
逆
ら
え
な
い
と
悟
り
、
従
来
の
主
張
を
あ
っ
さ
り
と
や
め
、
そ
れ
以
後
二
十
一
年
間
、
沖
縄
と
の
関

係
を
断
ち
切
っ
た
か
の
よ
う
に
、
｜
度
も
沖
縄
を
訪
れ
る
こ
と
な
く
生
涯
を
閉
じ
た
。

宗
悦
ら
の
方
言
擁
護
の
主
張
の
理
由
に
、
沖
縄
語
に
は
昔
の
大
和
一
一
一
一
口
葉
が
多
く
残
っ
て
い
る
か
ら
と
か
、
将
来
の
標

準
語
を
決
め
る
参
考
に
な
る
か
ら
、
と
い
う
の
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
言
い
方
は
、
沖
縄
人
に
と
っ
て
は
嘆
か
わ
し
く

（
５
）
 

聞
こ
え
た
よ
う
で
あ
る
。

宗
悦
は
言
語
学
者
で
は
な
い
の
に
、
沖
縄
語
の
そ
う
い
う
知
識
を
ど
こ
で
得
た
か
と
い
え
ば
、
沖
縄
の
識
者
か
ら
得

た
ら
し
い
。
｜
般
人
は
、
自
分
た
ち
の
言
葉
が
古
い
大
和
言
葉
の
名
残
り
で
あ
る
な
ど
と
い
う
意
識
で
喋
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
し
、
宗
悦
自
身
も
沖
縄
語
を
覚
え
て
使
お
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
在
京
の
沖
縄
出
身
の
上
流
階
級
の

人
達
か
ら
聞
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
在
京
の
尚
家
の
人
に
も
会
っ
て
い
る
。
沖
縄
行
き
の
船
内
で
も
、
同
乗
の
沖
縄

（
６
）
 

の
識
者
か
ら
琉
球
窒
函
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
て
い
る
。
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民
芸
運
動
は
宗
悦
に
と
っ
て
は
事
業
で
あ
り
、
言
動
は
職
業
行
為
で
あ
っ
た
。
活
動
は
大
日
本
帝
国
の
支
配
地
域
に

亙
り
、
東
京
は
中
央
で
あ
り
、
沖
縄
は
彼
の
活
動
対
象
と
し
て
の
一
つ
の
地
方
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
同
人
達
も
ほ
と
ん

ど
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
の
沖
縄
に
対
す
る
価
値
観
は
中
央
的
立
場
か
ら
成
り
立
っ
て
い
て
、
発
言
は
概
ね
説
教
調
、

真
剣
な
も
の
で
あ
っ
た
。
沖
縄
に
対
し
て
、
沖
縄
の
外
か
ら
物
言
い
を
す
る
と
き
は
、
そ
う
い
う
形
に
な
る
も
の
で
あ

宗
悦
が
書
い
た
方
言
を
守
ろ
う
と
し
た
た
く
さ
ん
の
熱
っ
ぽ
い
文
筆
は
、
沖
縄
の
人
々
の
心
に
大
き
く
響
い
た
。
彼

は
沖
縄
を
賛
美
し
て
感
謝
も
さ
れ
た
が
、
方
言
に
関
し
て
は
、
県
政
遂
行
を
妨
げ
る
者
と
し
て
県
当
局
か
ら
排
斥
さ
れ

た
。
知
事
と
の
会
談
は
「
喧
嘩
別
れ
」
の
形
と
な
り
、
沖
縄
と
の
縁
の
切
れ
目
と
な
っ
た
。
宗
悦
は
観
念
し
て
東
京
に

戻
り
、
沖
縄
は
そ
の
後
の
宗
悦
の
頭
に
は
た
だ
の
残
像
と
し
て
残
る
の
み
と
な
っ
た
。
一
方
県
は
、
宗
悦
に
は
相
談
せ

ず
に
、
独
自
に
方
言
を
守
る
県
布
令
を
公
布
し
た
。
文
面
は
宗
悦
の
主
張
に
沿
っ
て
い
る
。
筆
者
が
宗
悦
を
気
の
毒
に

思
う
の
は
、
宗
悦
の
考
え
に
沿
っ
た
形
で
県
が
方
言
に
配
慮
し
た
布
令
を
公
布
し
た
こ
と
を
、
宗
悦
自
身
が
知
ら
ず
に
、

県
当
局
へ
の
不
満
を
抱
い
た
ま
ま
世
を
去
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

宗
悦
は
方
言
を
無
形
の
民
芸
品
と
思
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
伊
波
普
猷
は
、
宗
悦
が
言
葉
と
民
芸
を
混
同
し
て

（向Ｉ）

い
る
の
は
間
違
い
だ
と
一
一
一
一
口
っ
て
い
る
が
、
筆
者
は
必
ず
し
も
宗
悦
が
間
違
い
だ
と
は
思
わ
な
い
。

宗
悦
の
言
動
は
、
当
時
県
当
局
や
県
の
方
針
に
賛
同
す
る
人
か
ら
は
非
難
さ
れ
た
が
、
筆
者
が
過
去
二
十
数
年
間
、

一
般
人
を
含
め
多
く
の
沖
縄
の
人
々
と
話
を
交
わ
す
中
で
、
宗
悦
を
非
難
し
た
人
は
一
人
も
い
な
い
。
皆
功
績
を
讃
え

ろ
う
。
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Ⅱ
１
２
田
中
俊
雄

民
芸
同
人
で
織
物
が
専
門
だ
が
、
機
関
誌
「
月
刊
民
芸
」
の
編
集
担
当
で
文
筆
は
多
い
。
方
言
擁
護
の
論
調
は
宗
悦

よ
り
も
急
先
鋒
的
で
、
県
内
の
標
準
語
励
行
の
状
況
や
そ
れ
に
対
す
る
所
見
を
た
く
さ
ん
書
い
た
。
他
の
同
人
の
声
も

進
ん
で
編
集
し
て
機
関
誌
を
賑
わ
せ
た
。
同
誌
に
は
、
方
言
の
関
係
で
民
芸
側
に
同
調
す
る
人
々
の
寄
稿
が
た
く
さ
ん

見
ら
れ
る
。
民
芸
の
立
場
に
反
対
す
る
意
見
に
つ
い
て
は
、
記
名
の
寄
稿
文
は
な
い
が
、
転
載
や
引
用
を
し
て
解
説
や

寸
評
と
共
に
多
く
載
せ
て
お
り
、
論
争
の
双
方
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
田
中
の
編
集
志
向
は
一
応

て
い
る
。
称
賛
は
工
芸
な
ど
の
こ
と
で
は
な
く
、
方
言
擁
護
の
主
張
に
対
し
て
て
あ
る
。
対
立
し
た
吉
田
嗣
延
で
さ
え

（
８
）
 

後
年
「
柳
さ
ん
と
の
論
争
は
よ
か
っ
た
。
柳
さ
ん
の
功
績
は
大
き
い
」
と
、
一
示
悦
を
善
く
評
価
し
て
い
る
。

（
９
）
 

し
か
し
田
中
は
論
争
の
中
て
、
吉
田
嗣
延
と
の
折
合
い
が
悪
／
、
、
吉
田
の
文
筆
を
非
難
、
笑
殺
し
て
い
る
。
吉
田
も

（
、
）

田
‘
甲
‐
を
不
快
に
思
っ
て
い
る
。

田
中
の
文
筆
の
中
に
は
大
き
な
誤
り
が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
月
刊
民
芸
昭
和
一
五
（
一
九
四
○
）
年
三
月
号
七
頁
で
、

同
年
一
月
七
日
の
座
談
会
の
結
果
に
つ
い
て
、
翌
八
日
の
新
聞
三
紙
が
「
主
と
し
て
標
準
語
の
問
題
の
み
を
特
に
大
き

く
と
り
あ
つ
か
っ
て
ゐ
た
」
と
書
い
て
い
る
が
、
新
聞
の
実
際
の
紙
面
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。
田
中
の
こ
の
記
述
は

外
間
守
善
が
引
用
し
、
谷
川
健
一
が
孫
引
き
し
、
沖
縄
の
言
語
史
の
記
述
を
歪
め
て
い
る
。
本
稿
の
要
点
の
一
つ
で
あ

適
正
と
い
え
よ
う
。
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Ⅱ
１
３
吉
田
嗣
延

昭
和
十
一
一
（
’
九
三
七
）
年
十
月
か
ら
沖
縄
県
庁
に
勤
務
し
、
昭
和
十
五
（
一
九
四
○
）
年
六
月
に
徴
兵
に
よ
り
県

庁
勤
務
を
離
れ
た
。
こ
の
間
県
庁
に
い
て
、
県
民
の
生
活
改
善
に
取
り
組
ん
だ
。
吉
田
自
身
は
生
活
改
善
と
い
う
言
い

方
で
は
生
ぬ
る
い
と
し
て
、
も
っ
と
積
極
的
な
語
感
の
「
生
活
更
新
運
動
」
と
い
っ
て
、
そ
の
要
綱
の
中
に
生
活
の
合

理
化
、
科
学
化
、
｜
般
化
、
簡
素
化
の
四
つ
を
掲
げ
た
。
標
準
語
の
奨
励
は
生
活
の
一
般
化
の
一
つ
の
事
項
で
あ
っ
た
。

吉
田
の
標
準
語
の
奨
励
は
徹
底
し
て
い
た
。
吉
田
を
そ
う
さ
せ
た
の
は
、
沖
縄
の
人
々
が
よ
り
広
い
社
会
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
、
と
い
う
堅
い
信
条
か
ら
で
あ
っ
た
。
吉
田
は
、
方
一
一
一
一
口
と
標
準
語
の
共
存
は
表
向
き
に
は
認
め
ず
、
使
う
言

葉
は
一
つ
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
。
宗
悦
ら
と
の
対
立
の
原
点
は
こ
こ
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

吉
田
は
標
準
語
の
奨
励
に
お
い
て
、
方
言
の
こ
と
は
何
も
言
わ
な
か
っ
た
と
一
一
一
一
口
っ
て
い
る
。
昭
和
十
五
（
一
九
四
○
）

年
一
月
十
六
日
の
沖
縄
日
報
の
「
柳
氏
に
與
ふ
」
で
は
、
宗
悦
の
主
張
を
十
分
に
承
知
し
、
方
言
の
も
つ
意
味
に
つ
い

て
宗
悦
と
同
感
だ
と
し
た
上
で
、
実
生
活
の
改
善
を
優
先
す
る
た
め
に
標
準
語
を
励
行
さ
せ
る
べ
き
旨
を
説
い
て
い
る
。

心
の
中
で
は
方
言
を
肯
定
し
て
い
た
訳
で
あ
る
。
し
か
し
当
時
の
標
準
語
励
行
の
徹
底
ぶ
り
を
見
る
と
、
生
活
語
は
す

べ
て
の
場
面
で
標
準
語
を
使
う
指
導
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
方
言
を
使
う
場
面
は
な
く
、
方
一
一
一
一
口
は
事
実
上
の
禁
止
に
等

し
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
以
前
か
ら
の
県
政
の
方
針
で
あ
り
、
吉
田
の
着
任
で
俄
か
に
そ
う
な
っ
た
訳

ろ
。
（
後
記
Ｖ
参
照
）
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し
か
し
吉
田
の
仕
事
に
よ
っ
て
、
特
に
学
校
で
の
標
準
語
指
導
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
帝
国
教
育
会

の
沖
縄
県
支
部
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
学
校
教
育
の
方
針
に
強
い
影
響
力
を
持
っ
て
い
て
、
そ
こ
の
幹
部
で
方

言
撲
滅
主
義
者
で
あ
る
島
袋
源
一
郎
ら
主
な
面
々
が
九
州
各
県
の
学
校
の
標
準
語
の
指
導
状
況
を
視
察
し
て
き
て
、
沖

縄
県
も
標
準
語
の
励
行
指
導
を
も
っ
と
強
化
す
べ
き
だ
と
吉
田
に
話
し
、
吉
田
は
消
極
的
な
が
ら
そ
れ
を
受
け
て
県
庁

内
で
検
討
し
て
も
ら
お
う
と
し
た
が
、
検
討
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
島
袋
は
、
そ
れ
で
は
要
項
だ
け
で
も
作
っ
て
く

れ
な
い
か
と
吉
田
に
頼
み
、
吉
田
は
応
じ
て
作
っ
て
島
袋
に
渡
し
た
。
そ
れ
が
島
袋
に
よ
っ
て
各
学
校
に
流
さ
れ
、
学

校
で
は
県
か
ら
の
指
示
と
思
っ
て
標
準
語
の
励
行
を
強
化
し
た
。
吉
田
は
こ
う
し
て
標
準
語
普
及
の
急
進
人
物
と
見
ら

れ
て
い
て
、
方
言
撲
滅
論
者
と
評
す
る
人
も
い
る
。
そ
う
見
る
人
が
い
て
も
仕
方
が
な
い
が
、
吉
田
自
身
は
方
言
を
僕

（
、
）

減
し
よ
う
な
ど
と
は
全
く
考
え
て
は
い
な
か
っ
た
と
一
一
一
一
口
っ
て
い
る
。
若
い
吉
田
は
家
庭
で
は
方
一
一
一
一
口
を
使
っ
て
い
た
と
い

う
。
吉
田
は
、
既
定
の
県
政
の
方
針
に
忠
実
に
真
面
目
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
に
過
ぎ
な
い
。
民
芸
へ
の
反
論
記

事
「
愛
玩
県
」
は
沖
縄
朝
日
新
聞
の
記
者
（
た
ぶ
ん
与
儀
清
三
）
か
ら
け
し
か
け
ら
れ
て
執
筆
し
た
も
の
だ
し
、
各
学

校
へ
送
ら
れ
て
学
校
で
の
標
準
語
励
行
の
強
化
に
つ
な
が
っ
た
「
標
準
語
励
行
県
民
運
動
要
項
」
は
島
袋
源
一
郎
の
要

請
で
書
い
た
も
の
で
あ
り
、
他
の
職
員
が
熱
意
を
示
さ
な
い
標
準
語
普
及
の
仕
事
に
、
吉
田
は
甚
大
な
寄
与
を
し
た
が
、

い
ず
れ
も
自
ら
の
発
想
に
よ
る
執
筆
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
留
意
に
値
す
る
。

で
は
な
い
。
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Ⅱ
１
４
山
内
隆
一

国
か
ら
派
遣
さ
れ
た
県
の
警
察
部
長
で
、
昭
和
十
五
（
一
九
四
○
）
年
一
月
七
日
、
柳
宗
悦
ら
を
迎
え
た
那
覇
市
で

の
観
光
座
談
会
で
県
当
局
の
代
表
を
勤
め
た
。
宗
悦
ら
の
、
方
言
を
お
ろ
そ
か
に
す
べ
き
で
な
い
、
あ
る
い
は
標
準
語

奨
励
の
行
き
過
ぎ
と
い
う
意
見
は
、
山
内
に
は
想
定
外
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
山
内
は
県
治
方
針
に
沿
い
、
標
準
語
励

行
の
必
要
性
を
力
説
し
た
。
翌
八
日
の
沖
縄
日
報
の
書
き
方
で
は
、
山
内
は
「
こ
ち
ら
の
方
言
を
保
存
す
る
と
い
う
こ

と
に
別
に
反
対
で
は
な
い
が
」
と
前
置
き
し
て
標
準
語
の
励
行
を
説
い
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
彼
が
方
言
に
対
す
る
県
民

の
意
識
に
気
を
使
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
方
言
を
大
切
に
思
う
が
、
県
の
方
針
だ
か
ら
言
え
な
い
、
と
い
う
感
じ

に
も
受
け
取
れ
る
。
山
内
の
名
は
そ
の
後
の
論
争
に
は
現
れ
な
い
が
、
県
庁
内
で
の
民
芸
対
策
に
は
関
与
し
た
と
思
わ

れ
る
。
｜
月
七
日
の
座
談
会
で
行
政
側
の
代
表
で
あ
っ
た
し
、
直
後
に
出
さ
れ
た
学
務
部
の
声
明
は
、
新
聞
情
報
の
ほ

か
現
場
に
い
た
山
内
ら
の
体
験
や
、
前
年
の
論
争
の
状
況
も
参
酌
し
て
書
き
上
げ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

Ⅱ
１
５
淵
上
房
太
郎

淵
上
は
当
時
の
県
知
事
で
、
国
の
人
事
に
よ
る
。
昭
和
十
五
（
’
九
四
○
）
年
八
月
二
日
、
柳
宗
悦
の
面
会
要
求
に

応
じ
て
宗
悦
と
会
談
し
た
。
こ
の
時
点
で
吉
田
嗣
延
は
徴
兵
に
よ
り
出
征
、
県
庁
に
は
い
な
か
っ
た
。
宗
悦
は
同
年
六

月
一
一
十
六
日
に
出
た
県
（
学
務
部
）
の
二
回
目
の
声
明
の
中
で
、
「
標
準
語
絶
対
反
対
論
者
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
を
不

服
と
し
て
、
そ
の
理
由
を
求
め
て
学
務
部
長
に
面
会
を
求
め
た
が
応
答
を
得
ず
、
淵
上
に
面
会
を
求
め
て
叶
っ
た
も
の
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で
あ
る
。
県
側
は
内
部
で
事
前
に
対
応
を
協
議
し
た
よ
う
で
、
淵
上
と
宗
悦
の
会
談
に
は
学
務
部
は
同
席
し
な
い
こ
と

（
吃
）

と
な
っ
た
。
県
は
元
か
ら
方
一
一
一
一
口
の
こ
と
で
部
外
者
と
議
論
す
る
こ
と
を
好
ん
で
い
な
い
と
こ
ろ
へ
、
宗
悦
ら
の
見
解
が

一
月
八
日
に
新
聞
に
出
て
世
間
に
広
が
り
、
困
っ
て
県
民
に
冷
静
を
求
め
る
声
明
を
一
月
十
一
日
に
出
し
た
が
、
こ
れ

に
宗
悦
ら
が
激
し
く
反
論
す
る
な
ど
、
論
争
は
拡
大
す
る
一
方
で
、
県
は
何
と
か
し
て
宗
悦
ら
を
黙
ら
せ
、
事
態
を
沈

静
化
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
淵
上
は
宗
悦
か
ら
「
な
ぜ
自
分
（
宗
悦
）
が
標
準
語
絶
対
反
対
論
者
な

の
か
」
と
問
わ
れ
た
が
答
え
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
方
言
の
扱
い
を
巡
っ
て
論
争
と
な
り
、
宗
悦
に
「
方
言
は
無
く
す
」

と
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
や
り
取
り
は
宗
悦
が
手
記
と
し
て
残
し
、
月
刊
民
芸
の
昭
和
十
五
（
一
九
四
○
）
年
十
一
月
十

二
月
合
併
号
の
四
十
頁
で
公
表
し
た
。
会
談
に
は
陪
席
者
や
記
者
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、
新
聞
に
は
出
て
い
な
い
。

淵
上
は
宗
悦
と
の
会
談
の
あ
と
直
ぐ
学
務
部
を
呼
び
、
会
談
の
様
子
を
伝
え
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
「
方
言
は
無

く
す
」
と
一
一
一
一
口
っ
た
こ
と
の
収
拾
に
つ
い
て
協
議
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
「
方
言
は
無
く
す
」
の
発
言
や
そ

の
収
拾
の
シ
ナ
リ
オ
は
既
に
で
き
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
「
県
治
方
針
は
標
準
語
の
全
県
普
及
で
あ
っ
て
、
方
一
一
一
一
口

撲
滅
で
は
な
い
。
知
事
の
発
言
は
宗
悦
に
は
方
言
撲
滅
と
受
け
取
ら
れ
る
。
宗
悦
は
公
表
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う

な
る
と
県
民
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
。
標
準
語
の
普
及
は
現
に
進
ん
で
い
る
し
、
宗
悦
ら
が
黙
っ
て
い
さ
え
す
れ
ば

問
題
な
い
の
だ
。
」
と
い
う
よ
う
に
。

こ
ん
な
筋
で
県
は
、
知
事
の
「
方
言
は
無
く
す
」
の
発
一
一
一
一
口
を
撤
回
す
る
証
し
に
、
方
一
一
一
一
口
へ
の
配
慮
を
し
つ
つ
標
準
語

の
普
及
を
す
る
よ
う
に
、
と
い
う
趣
旨
の
県
布
令
の
公
布
を
き
め
た
。
起
案
に
は
県
視
学
の
新
崎
寛
直
が
関
わ
っ
た
。
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Ⅱ
１
６
新
崎
寛
直

新
崎
は
昭
和
十
五
二
九
四
○
）
年
当
時
、
県
視
学
で
あ
っ
た
。
吉
田
嗣
延
に
よ
れ
ば
、
当
時
県
視
学
は
複
数
人
い

て
、
吉
田
は
新
崎
を
首
席
と
覚
え
て
い
る
。
八
月
二
日
の
淵
上
と
宗
悦
の
会
談
で
、
淵
上
が
宗
悦
に
「
方
言
は
無
く
す
」

と
言
っ
た
こ
と
は
、
直
ぐ
に
は
世
間
に
知
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
に
宗
悦
に
公
表
さ
れ
て
は
県
民
が
動
揺
す
る

と
思
い
、
そ
の
た
め
宗
悦
が
公
表
す
る
前
に
手
を
打
と
う
と
考
え
た
に
違
い
な
い
。
新
崎
ら
は
庁
内
で
協
議
し
、
県
治

方
針
を
変
え
な
い
範
囲
で
、
方
言
へ
の
配
慮
を
謡
っ
た
布
令
を
公
布
し
、
方
言
に
対
す
る
県
の
公
式
見
解
と
し
た
。
布

令
は
、
標
準
語
の
励
行
を
進
め
る
に
際
し
て
方
言
を
賭
す
よ
う
な
誤
解
を
来
た
さ
な
い
こ
と
と
い
う
趣
旨
で
あ
り
、
学

務
部
長
渡
辺
端
美
も
知
事
の
淵
上
房
太
郎
も
同
意
し
て
決
裁
書
に
押
印
し
た
筈
で
あ
る
。
布
令
の
文
言
は
次
の
よ
う
に

吉
田
嗣
延
に
よ
れ
ば
、
淵
上
は
沖
縄
思
い
の
文
化
人
で
、
歌
を
詠
ん
だ
り
す
る
人
で
、
「
方
言
は
無
く
す
」
と
言
っ
た

（
週
）

と
し
て
も
そ
の
ま
ま
受
け
取
ら
な
い
方
が
よ
い
、
と
一
一
一
一
ｐ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宗
悦
を
排
斥
し
た
後
は
む
し
ろ
発
一
一
一
一
口
の

撤
回
を
望
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

な
っ
て
い
る
。

「
戦
時
下
に
於
る
県
民
生
活
の
刷
新
向
上
に
関
す
る
具
体
的
方
策

１
～
４
項
省
略

５
、
標
準
語
運
動
に
際
し
て
は
、
国
家
的
見
地
よ
り
、
国
語
の
純
正
統
一
の
重
大
性
、
緊
急
性
と
、
県
民
発
展
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Ⅱ
１
７
県
庁
（
学
務
部
）

方
言
論
争
に
関
し
て
、
県
当
局
と
し
て
文
献
に
名
が
現
れ
る
人
物
は
、
学
務
部
の
吉
田
嗣
延
、
視
学
の
新
崎
寛
直
、

警
察
部
長
の
山
内
隆
一
、
知
事
の
淵
上
房
太
郎
で
、
各
人
の
係
わ
り
は
前
の
各
項
で
述
べ
た
。
論
争
に
係
わ
っ
た
県
の

組
織
は
学
務
部
だ
け
で
あ
る
。
当
時
の
学
務
部
長
渡
辺
端
美
の
名
は
ほ
と
ん
ど
現
れ
な
い
。

県
は
、
方
言
に
配
慮
す
べ
き
旨
の
布
令
を
公
布
す
る
に
当
た
り
、
宗
悦
と
は
相
談
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
よ
り
、
宗

こ
の
布
令
の
存
在
は
戦
後
、
外
間
守
善
が
発
見
し
た
も
の
で
、
昭
和
一
一
一
十
八
（
一
九
六
三
）
年
六
月
二
十
三
日
の
沖

縄
タ
イ
ム
ズ
に
載
っ
て
い
る
。

こ
の
布
令
は
、
こ
の
時
点
で
明
ら
か
に
方
言
を
認
め
た
も
の
で
、
先
の
「
方
言
は
無
く
す
」
と
い
う
知
事
の
発
一
一
一
一
口
を

撤
回
し
、
無
効
に
し
て
い
ろ
。
よ
っ
て
、
知
事
発
言
を
宗
悦
が
暴
露
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
十
分
耐
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
注
目
す
べ
き
は
、
布
令
の
内
容
が
県
に
排
斥
さ
れ
た
宗
悦
の
主
張
に
沿
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
新
崎
は
そ
の
布
令
を
公
布
し
て
学
校
に
も
配
っ
た
こ
と
を
兵
役
中
の
吉
田
嗣
延
に
手
紙
で
知
ら
せ
て
い
る
。

当
時
の
関
係
者
の
多
く
は
戦
後
も
生
き
た
が
、
新
崎
は
昭
和
二
十
二
九
四
五
）
年
八
月
一
日
、
疎
開
先
の
熊
本
県
人

吉
市
で
病
死
し
た
。

と
。

￣ 

の
必
須
的
要
件
と
を
極
力
強
調
す
る
と
共
に
、
特
に
方
言
を
吃
す
が
如
き
誤
解
を
招
か
ざ
る
や
う
注
意
す
る
こ
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悦
と
は
相
談
し
な
い
こ
と
と
し
た
、
と
い
う
の
が
本
当
の
よ
う
に
思
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
知
事
が
宗
悦
に
「
方
言
は
無

く
す
」
と
言
っ
た
の
は
知
事
の
真
意
で
は
な
く
、
宗
悦
に
県
政
に
口
を
出
す
な
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る

か
ら
で
あ
る
。
県
庁
が
標
準
語
や
方
言
の
こ
と
に
つ
い
て
、
部
外
者
か
ら
と
や
か
く
言
わ
れ
る
こ
と
を
好
ま
な
か
っ
た

こ
と
は
、
伊
波
普
猷
も
県
庁
に
対
す
る
自
分
の
進
言
が
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
容
易
に
察
せ

ら
れ
る
。
ま
し
て
宗
悦
は
県
庁
や
県
民
に
し
つ
こ
く
説
教
し
て
い
て
う
る
さ
い
の
で
、
県
は
知
事
の
口
か
ら
「
宗
悦
黙

れ
」
と
言
っ
て
も
ら
い
、
宗
悦
を
県
政
か
ら
排
斥
し
た
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
上
、
宗
悦
と
話
し
合
っ
て
宗
悦
の

線
に
沿
う
の
で
は
、
争
っ
て
き
た
宗
悦
に
勝
ち
誇
ら
れ
る
と
い
う
嫌
い
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
更
に
根
底
に
は
、
県
は

中
央
政
府
の
影
響
を
も
ろ
に
受
け
て
き
た
し
、
方
言
の
こ
と
で
、
民
間
と
は
い
え
中
央
的
立
場
の
柳
宗
悦
か
ら
言
わ
れ

て
県
政
が
動
か
さ
れ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
沖
縄
の
身
動
き
不
自
由
な
長
い
歴
史
か
ら
し
て
、
到
底
受
け
入
れ
難
い

も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
宗
悦
の
言
う
こ
と
は
尤
も
な
こ
と
で
あ
り
、
県
は
独
自
に
布
令
の
中
に
取
り
入
れ

て
明
文
化
し
た
。
そ
れ
ま
で
も
伊
波
普
猷
な
ど
が
憂
え
て
い
た
県
民
の
意
気
欠
如
や
吉
田
嗣
延
が
こ
だ
わ
っ
て
い
た
県

民
の
自
意
識
が
、
こ
こ
に
お
い
て
見
事
に
生
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
布
令
の
内
容
が
宗
悦
の
主
張
に
沿
っ
て
い

る
の
に
、
宗
悦
に
は
相
談
せ
ず
県
独
自
に
決
め
て
し
ま
っ
た
の
は
、
皮
肉
に
も
宗
悦
が
沖
縄
に
求
め
て
い
た
沖
縄
の
自

主
性
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
県
は
、
方
言
論
争
を
単
独
で
収
め
た
。
布
令
の
目
玉
は
方
言
を
艇
す
な
と
い
う
趣
旨
に
あ
る
。
宗
悦
の
い

う
方
言
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
な
と
い
う
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。
布
令
は
学
校
に
も
配
ら
れ
た
か
ら
、
学
校
に
対
し
て
は
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明
ら
か
に
方
言
札
を
使
う
な
と
言
っ
て
い
る
に
等
し
い
が
、
学
校
が
ど
う
受
け
止
め
対
応
し
た
か
の
記
録
は
な
い
。

時
は
戦
時
で
あ
っ
た
。
平
時
な
ら
、
こ
の
布
令
は
学
校
を
含
め
て
県
内
に
行
き
渡
り
、
方
言
に
配
慮
し
つ
つ
標
準
語

の
普
及
が
な
さ
れ
た
筈
で
あ
る
。
方
言
札
は
布
令
違
反
で
あ
り
、
使
わ
せ
な
い
よ
う
取
り
締
ま
っ
た
筈
だ
が
、
戦
争
が

激
化
、
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
っ
た
。
布
令
は
と
う
と
う
実
効
不
明
の
ま
ま
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
宗
悦
は
自

分
の
主
張
が
布
令
に
盛
ら
れ
た
こ
と
を
知
ら
な
い
ま
ま
、
沖
縄
と
離
縁
し
て
二
十
一
年
の
後
、
世
を
去
っ
た
。

こ
の
布
令
で
県
治
方
針
が
変
わ
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
正
論
の
よ
う
に
思
う
。
な
ぜ

な
ら
、
県
治
方
針
は
標
準
語
の
普
及
で
あ
っ
て
、
県
と
し
て
は
方
言
撲
滅
と
は
一
一
一
一
口
っ
て
い
な
い
し
、
方
言
へ
の
配
慮
を

明
文
化
し
た
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
方
言
は
、
県
庁
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
、
特
に
学
校
で
は
標
準
語
励

行
の
徹
底
の
た
め
事
実
上
禁
止
の
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
県
の
布
令
は
学
校
や
地
域
で
の
過
激
な
標
準
語
指

導
を
和
ら
げ
る
意
味
が
あ
り
、
県
の
方
針
が
変
わ
っ
た
と
い
う
現
実
的
理
解
も
さ
れ
よ
う
。
布
令
の
意
義
は
幅
広
く
解

釈
で
き
る
。

論
争
が
始
ま
る
以
前
か
ら
の
こ
と
だ
が
吉
田
嗣
延
は
、
県
庁
の
仕
事
の
中
で
他
の
幹
部
が
、
標
準
語
の
普
及
強
化
は

（
聰
）

行
政
の
仕
事
で
は
な
い
と
い
っ
て
、
消
極
的
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
伊
波
普
猷
も
繰
り
返
し
方
一
一
一
三
は
放
っ
て
置
け

と
い
っ
て
い
る
が
、
伊
波
の
い
う
の
は
方
言
弾
圧
に
対
す
る
抗
議
の
意
味
で
あ
っ
て
、
宗
悦
の
「
方
言
を
お
ろ
そ
か
に

す
る
な
」
の
思
想
と
同
じ
で
あ
る
。
県
に
は
元
々
標
準
語
普
及
の
基
本
方
針
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
加
え
て
、
わ
ざ
わ

ざ
方
言
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
な
、
と
い
う
感
じ
は
理
解
で
き
る
。
吉
田
嗣
延
が
、
帝
国
教
育
会
の
島
袋
源
一
郎
ら
か
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Ⅱ
１
８
民
芸
同
人
の
旅
行
目
的

昭
和
十
五
二
九
四
○
）
年
一
月
の
民
芸
一
行
の
訪
沖
目
的
は
、
沖
縄
の
生
活
、
文
化
、
名
勝
、
古
跡
を
見
聞
し
、

大
和
側
に
紹
介
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
沖
縄
側
は
沖
縄
観
光
協
会
と
郷
土
協
会
が
対
応
し
て
一
月
七
日
の
座
談
会
を
主

催
し
た
。
そ
れ
で
座
談
会
は
観
光
座
談
会
と
呼
ば
れ
た
。
民
芸
側
は
沖
縄
の
知
識
人
や
上
流
家
庭
と
の
接
触
が
主
で
、

ら
、
標
準
語
普
及
を
強
化
し
よ
う
と
言
わ
れ
て
、
そ
の
こ
と
を
県
庁
内
で
検
討
し
よ
う
と
し
た
ら
、
庁
内
で
反
対
に
合

い
、
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
に
、
吉
田
以
外
は
標
準
語
の
普
及
は
〃
や
る
気
が
な
い
“
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
、

そ
の
人
達
に
方
言
を
擁
護
し
よ
う
と
い
う
心
理
が
深
層
に
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
伊
波
の
、
方
言
に

触
る
な
と
い
う
考
え
方
と
も
符
合
す
る
。
当
時
は
、
方
言
擁
護
は
表
向
き
に
は
言
い
難
い
時
代
で
あ
り
、
吉
田
以
外
の

県
庁
の
人
達
が
標
準
語
の
普
及
に
熱
意
を
示
さ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
な
り
の
意
味
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
し
か

し
そ
の
熱
意
の
無
さ
は
、
学
校
で
の
方
言
札
の
使
用
も
放
置
し
た
か
ら
、
方
言
追
放
に
も
寄
与
し
た
こ
と
に
な
る
。
吉

田
の
在
勤
中
は
ま
だ
前
記
の
県
布
令
は
で
き
て
な
い
し
、
県
庁
の
職
員
が
方
言
へ
の
思
い
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
方
言

札
を
止
め
さ
せ
よ
う
と
す
れ
ば
、
標
準
語
の
普
及
を
妨
げ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
も
で
き
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。
何
と
言
っ
て
も
こ
の
時
期
は
、
標
準
語
の
徹
底
励
行
が
県
の
方
針
で
あ
り
、
県
が
方
言
を
撲
滅
し
よ
う
と
し
て

い
る
と
思
わ
れ
て
も
仕
方
の
な
い
時
期
で
あ
っ
た
。
吉
田
の
出
征
後
に
出
た
県
布
令
は
、
そ
れ
を
打
ち
消
す
証
し
と
な
っ

て
い
る
。
布
令
は
宗
悦
ら
と
の
論
争
に
対
す
る
県
と
し
て
の
総
括
で
あ
り
、
県
と
し
て
の
清
算
で
あ
っ
た
。
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沖
縄
の
生
活
は
豊
か
で
あ
る
と
の
認
識
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
発
言
は
概
ね
観
光
客
を
喜
ば
す
た
め
の
沖
縄
側
へ
の

助
言
と
な
っ
て
い
る
。
沖
縄
の
生
活
の
利
便
よ
り
も
大
和
か
ら
の
観
光
客
を
喜
ば
す
こ
と
の
方
が
、
沖
縄
の
た
め
に
な

る
と
い
う
の
が
彼
ら
の
論
理
の
よ
う
だ
が
、
沖
縄
に
は
そ
ん
な
論
理
を
受
け
入
れ
る
余
裕
の
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。

た
く
さ
ん
あ
る
が
、
個
別
の
所
見
は
当
時
の
新
聞
、
雑
誌
に
出
て
い
る
。
月
刊
民
芸
昭
和
十
五
（
一
九
四
○
）
年
十

一
月
十
二
月
合
併
号
の
一
一
六
～
一
二
一
一
頁
に
は
、
そ
の
年
の
論
題
の
目
録
が
あ
る
。
ま
た
、
谷
川
健
一
編
「
わ
が
沖

縄
第
二
巻
方
言
論
争
」
（
木
耳
社
、
一
九
七
○
年
）
に
は
、
主
な
論
稿
が
転
載
の
形
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。

Ⅲ
１
１
浜
田
庄
司

民
芸
同
人
で
陶
芸
家
、
方
言
の
関
係
で
は
な
い
が
、
昭
和
十
五
（
一
九
四
○
）
年
一
月
七
日
の
観
光
座
談
会
で
の
発

言
は
、
当
時
の
大
和
側
識
者
の
沖
縄
を
視
る
目
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
宗
悦
の
思
想
に
も
関
連
す
る
よ
う
に

思
え
る
の
で
、
敢
え
て
こ
こ
に
取
り
上
げ
て
お
く
。
同
座
談
会
に
出
席
し
た
式
場
隆
三
郎
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
浜
田
は

「
こ
の
前
来
た
時
に
移
転
を
希
望
し
て
置
い
た
崇
元
寺
門
前
の
目
障
り
な
電
柱
が
ま
だ
依
然
と
し
て
そ
の
ま
ま
に
な
っ

（
焔
）

て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
浜
田
は
電
柱
の
位
置
を
問
題
に
し
て
い
る
。
そ
の
頃
の
睾
示
元
寺
は
堂
宇
が
揃
い
、
さ
ぞ
壮

Ⅲ
そ
の
他
の
関
係
者
の
発
言
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観
で
あ
っ
た
と
思
う
。
観
光
価
値
が
高
く
、
そ
の
近
く
に
現
代
的
の
も
の
を
置
く
と
風
致
を
損
な
う
、
目
障
り
だ
、
と

浜
田
は
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
沖
縄
の
電
気
事
業
関
係
者
は
反
発
し
た
。
生
活
上
、
電
気
の
供
給
は
喫
緊
で
あ
り
、
電

柱
の
位
置
と
風
致
の
関
係
を
検
討
し
て
い
る
余
裕
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
浜
田
の
発
言
に
つ
い
て
は
、
比
嘉

（
焔
）

順
常
も
厳
し
い
調
子
で
非
難
し
て
い
る
。
浜
田
の
論
理
は
、
沖
縄
側
に
と
っ
て
は
方
一
一
一
一
口
の
こ
と
よ
り
も
恐
る
べ
き
思
想

の
よ
う
に
思
う
。
現
代
で
も
ヨ
ッ
ト
愛
好
家
が
ヨ
ッ
ト
遊
び
を
す
る
た
め
、
漁
業
の
定
置
網
が
邪
魔
だ
か
ら
取
り
除
け

と
い
っ
て
物
議
を
醸
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
電
柱
の
件
は
当
時
の
社
会
を
思
え
ば
普
通
の
発
言
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な

い
。

Ⅲ
１
２
伊
波
普
猷

論
争
の
表
面
に
は
出
な
か
っ
た
が
、
か
ね
て
方
言
に
対
す
る
県
政
に
批
判
的
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
伊
波
は
県
が
方

言
を
弾
圧
し
て
い
る
と
い
う
認
識
で
、
そ
れ
に
抗
議
す
る
意
味
だ
と
思
う
が
、
標
準
語
の
奨
励
方
法
の
適
正
を
求
め
、

あ
る
い
は
方
一
一
一
一
口
を
放
っ
て
お
く
よ
う
言
い
続
け
た
。
問
題
に
し
て
い
る
奨
励
方
法
が
何
な
の
か
は
伊
波
は
言
っ
て
い
な

（
Ⅳ
）
 

い
が
、
恐
ら
く
学
校
で
の
方
言
札
の
使
用
を
指
し
て
い
る
も
の
と
田
心
わ
れ
る
。
し
か
し
、
意
見
発
表
の
紙
誌
か
ら
し
て
、

伊
波
の
意
見
は
沖
縄
の
社
会
に
広
く
は
伝
わ
ら
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

伊
波
は
論
争
の
時
期
よ
り
も
ず
っ
と
前
に
、
標
準
語
は
全
沖
縄
に
普
及
し
た
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
事
実
と
違

（
旧
）

う
と
思
う
。
〃
瀕
死
の
方
一
一
一
一
口
“
を
追
い
討
ち
す
る
な
と
い
う
た
め
の
方
便
で
あ
っ
た
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
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Ⅲ
１
４
島
袋
全
発

沖
縄
語
思
い
の
一
人
で
、
何
回
か
そ
の
向
き
の
記
事
を
新
聞
、
雑
誌
に
寄
稿
し
て
い
る
。
県
立
図
書
館
長
で
あ
っ
た

が
、
県
の
方
針
に
逆
ら
っ
た
と
し
て
館
長
を
解
任
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
吉
田
嗣
延
に
よ
れ
ば
、
島
袋
は
歳
が
定

年
の
頃
な
の
で
そ
れ
以
前
か
ら
辞
め
る
話
が
あ
っ
た
か
ら
、
方
言
を
支
持
し
た
か
ら
辞
め
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
、

（
幻
）

と
い
う
が
、
方
言
絡
み
の
一
」
と
も
否
定
し
て
い
な
い
。

島
袋
の
甥
の
鴫
袋
浩
に
よ
れ
ば
、
全
発
が
「
沖
縄
人
が
沖
縄
語
を
使
っ
て
な
ぜ
悪
い
」
と
言
っ
た
こ
と
が
も
と
で
館

（
醜
）

長
を
解
任
さ
れ
た
と
思
っ
て
い
た
、
と
一
一
一
一
口
っ
て
い
る
。

Ⅲ
１
３
東
恩
納
寛
惇

沖
縄
語
も
日
本
語
で
あ
る
と
し
て
、
県
が
沖
縄
語
を
禁
じ
て
い
る
こ
と
に
抗
議
し
て
い
る
。
沖
縄
説
を
光
栄
に
思
う

（
⑬
）
 

よ
う
な
時
代
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
一
一
一
一
口
っ
て
い
る
。
当
時
の
沖
縄
人
が
、
明
ら
さ
ま
に
方
言
支
持
を
唱
え
る
の
は
勇
気
が

要
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
う
。

県
は
特
に
著
名
人
の
意
見
の
情
報
に
注
意
を
払
っ
て
い
た
よ
う
で
、
淵
上
知
事
は
宗
悦
と
の
会
談
の
中
で
、
東
恩
納

（
卯
）

を
「
ふ
ら
ち
な
学
者
」
と
一
一
一
一
口
っ
て
非
難
し
て
い
る
。
東
恩
納
の
考
え
方
は
、
柳
宗
悦
の
考
え
方
と
同
じ
と
み
て
よ
い
。
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Ⅲ
１
６
山
田
正
孝

（
型
）

山
田
正
孝
は
変
名
で
、
本
名
は
当
真
嗣
△
ロ
（
沖
縄
朝
日
新
聞
社
長
）
だ
と
い
う
。
山
田
の
論
文
は
幾
つ
も
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
筆
者
は
見
つ
か
っ
た
記
事
し
か
読
ん
で
な
い
が
、
読
ん
だ
限
り
で
は
方
言
撲
滅
論
者
の
よ
う
に
思
わ
れ
ろ
。

県
の
方
針
に
輪
を
か
け
て
、
柳
宗
悦
ら
が
來
県
し
て
思
い
付
き
で
県
の
方
針
を
非
難
し
た
と
し
て
、
宗
悦
ら
を
不
快
に

思
っ
て
い
ろ
。
吉
田
嗣
延
の
「
愛
玩
県
」
も
読
ん
で
い
る
と
思
う
。

更
に
山
田
は
、
昭
和
十
五
（
一
九
四
○
）
年
一
月
七
日
の
観
光
座
談
会
に
つ
い
て
、
方
言
の
こ
と
で
県
の
立
場
を
主

張
し
た
の
は
山
内
警
察
部
長
だ
け
で
あ
っ
て
、
同
席
の
県
人
が
一
言
も
宗
悦
ら
に
反
省
を
求
め
る
努
力
を
し
な
か
っ
た

こ
と
を
「
最
も
遺
憾
に
堪
え
な
い
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
山
田
は
「
沈
黙
は
（
宗
悦
の
主
張
の
）
承
認

を
意
味
す
る
と
い
ふ
風
に
（
人
々
が
）
誤
解
し
て
、
標
準
語
励
行
は
他
府
県
出
身
官
吏
だ
け
の
意
図
で
、
県
の
識
者
は（
閉
）

（
標
準
室
、
励
行
に
）
反
対
だ
と
田
。
は
れ
て
は
県
民
は
迷
惑
で
あ
り
、
延
い
て
は
県
教
育
界
の
恥
辱
に
も
な
る
事
で
あ
る
」

と
言
っ
て
い
る
。
山
田
は
、
標
準
語
励
行
は
方
言
排
斥
と
同
じ
で
あ
り
、
そ
れ
が
県
民
の
意
思
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。

Ⅲ
１
５
伊
江
朝
助

（
麹
）

方
一
一
一
一
口
論
争
の
頃
は
東
京
に
い
て
、
方
言
一
掃
は
当
然
至
極
と
一
一
一
一
口
っ
て
い
る
。
伊
江
は
県
が
方
一
一
一
一
口
を
無
く
そ
う
と
し
て

い
る
と
考
え
て
い
て
、
こ
れ
を
支
持
し
て
い
る
。
方
言
を
有
害
視
し
て
無
く
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
か
ら
、
伊
江

は
方
言
撲
滅
論
者
で
あ
る
。
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Ⅲ
１
７
杉
山
平
助

方
言
撲
滅
論
者
だ
が
、
そ
の
理
由
が
、
沖
縄
に
二
、
一
一
一
日
滞
在
し
て
一
般
民
衆
の
会
話
が
解
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
と

い
う
。
方
言
が
自
分
に
解
ら
な
い
か
ら
止
め
さ
せ
よ
う
と
い
う
発
想
で
あ
り
、
当
時
の
社
会
事
情
が
象
徴
的
に
現
れ
て

い
る
よ
う
に
思
う
。
県
の
言
語
政
策
を
支
持
し
、
民
芸
と
対
立
し
た
。
主
と
し
て
柳
宗
悦
や
田
中
俊
雄
と
論
争
し
た
が
、

後
に
仲
直
り
し
て
い
る
。
宗
悦
ら
が
沖
縄
の
生
活
を
善
い
と
見
て
い
た
の
に
対
し
、
杉
山
は
沖
縄
の
貧
し
さ
を
強
調
し

て
お
り
、
沖
縄
を
見
る
目
は
宗
悦
ら
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

山
田
は
恐
ら
く
、
｜
月
八
日
の
新
聞
を
読
ん
で
、
宗
悦
ら
に
反
論
し
た
の
は
山
内
だ
け
と
思
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
後
に
出
た
月
刊
民
芸
昭
和
十
五
（
一
九
四
○
）
年
三
月
号
に
は
、
こ
の
座
談
会
の
こ
と
が
新
聞
よ
り
詳
し

く
載
っ
て
い
て
、
同
号
七
頁
に
よ
れ
ば
、
県
側
か
ら
は
宗
悦
に
反
対
ど
こ
ろ
か
賛
成
の
意
見
が
出
て
、
山
内
か
ら
「
君

ま
で
が
そ
ん
な
こ
と
で
は
ど
う
す
る
」
と
叱
ら
れ
た
が
、
ひ
る
ま
ず
主
張
を
続
け
た
と
い
う
。
山
田
は
「
沈
黙
は
（
宗

悦
を
）
承
認
」
と
誤
解
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
誤
解
で
は
な
く
正
解
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
県
側
か
ら

宗
悦
に
賛
成
す
る
意
見
が
あ
っ
た
と
い
う
月
刊
民
芸
の
記
事
は
、
山
田
の
前
記
の
所
見
よ
り
後
に
出
た
も
の
で
あ
る
。

Ⅲ
１
８
島
袋
源
一
郎

方
言
撲
滅
の
実
践
者
、
帝
国
教
育
会
の
沖
縄
県
支
部
の
幹
事
で
、
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
に
九
州
各
県
の
標
準
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語
励
行
状
況
を
視
察
し
て
き
て
、
吉
田
嗣
延
に
沖
縄
県
も
標
準
語
の
励
行
を
強
化
す
る
よ
う
に
と
進
言
し
た
。
吉
田
は

へ
こ
た
れ
た
と
い
う
。
そ
れ
で
も
吉
田
は
受
け
て
県
庁
内
で
検
討
し
よ
う
と
し
た
が
、
検
討
し
て
も
ら
え
な
い
の
で
、

そ
の
旨
を
島
袋
に
伝
え
る
と
、
島
袋
は
要
項
だ
け
で
も
作
っ
て
欲
し
い
と
吉
田
に
頼
み
、
吉
田
は
個
人
的
に
作
っ
て
島

袋
に
渡
し
た
。
島
袋
は
そ
れ
を
各
学
校
に
流
し
た
。
学
校
で
は
県
か
ら
の
指
示
と
思
い
、
標
準
語
の
励
行
を
強
化
し
た

と
い
う
。
島
袋
は
方
言
撲
滅
の
黒
幕
的
存
在
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
四
（
’
九
三
九
）
年
四
月
の
県
立
第
一
一
高
女
で
の
方
言
論
争
で
は
、
先
頭
に
立
っ
て
民
芸
側
と
太
刀
打
ち
し

（
１
）
 

た
と
い
う
。
家
庭
で
も
徹
底
的
標
準
語
使
用
者
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
吉
田
嗣
延
が
家
庭
で
は
方
一
一
一
一
口
を
使
っ
て
い
た

と
い
う
の
に
較
べ
れ
ば
、
島
袋
源
一
郎
の
標
準
語
使
用
の
徹
底
ぶ
り
は
吉
田
の
比
で
は
な
く
、
月
刊
民
芸
で
「
日
本
人

（
１
）
 

島
袋
源
一
郎
」
と
や
ゆ
さ
れ
た
と
い
う
。

Ⅳ
１
１
論
争
は
誰
が
起
こ
し
た
か

県
側
に
は
、
方
言
論
争
が
起
き
た
の
は
、
民
芸
側
が
沖
縄
に
来
て
余
計
な
こ
と
を
言
っ
た
か
ら
で
、
県
は
そ
れ
に
反

論
し
た
ま
で
だ
、
県
の
言
語
政
策
に
口
を
差
し
挟
ま
れ
て
は
甚
だ
迷
惑
、
物
を
言
わ
な
い
で
貰
い
た
い
、
と
い
う
感
じ

が
読
み
と
れ
る
。

Ⅳ
論
争
の
初
め
と
終
わ
り
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Ⅳ
１
３
論
争
の
終
結

結
局
方
言
論
争
は
、
県
側
が
独
自
に
民
芸
側
の
主
張
に
沿
っ
た
形
で
県
布
令
を
公
布
し
て
収
め
た
。
激
し
い
や
り
取

り
の
経
過
は
あ
っ
た
が
、
論
争
関
係
者
の
ま
と
ま
っ
た
形
で
の
終
結
宣
言
の
よ
う
な
も
の
は
な
い
。
そ
の
た
め
方
言
論

争
は
う
や
む
や
に
終
わ
っ
た
と
い
う
の
が
大
方
の
認
識
の
よ
う
だ
が
、
決
し
て
う
や
む
や
で
は
な
く
、
県
当
局
と
し
て

は
は
っ
き
り
と
型
を
つ
け
て
い
る
。
う
や
む
や
に
終
わ
っ
た
と
い
う
の
は
、
県
布
令
の
こ
と
を
知
ら
な
い
こ
と
に
よ
る

民
芸
側
は
、
自
分
ら
の
意
見
を
初
め
に
公
然
と
批
判
し
た
の
は
県
側
で
あ
る
、
我
々
は
そ
れ
を
受
け
て
立
っ
た
ま
で

だ
、
と
い
う
感
じ
で
あ
る
。
尤
も
、
前
年
の
昭
和
十
四
年
四
月
二
十
一
日
に
県
立
第
二
高
女
で
も
民
芸
側
と
県
の
知
識

（
坊
）

人
と
の
間
で
方
一
一
一
三
論
争
が
あ
っ
た
。
相
手
は
県
庁
で
は
な
く
、
新
聞
に
出
た
か
は
ど
う
か
確
認
で
き
な
い
が
、
社
会
問

題
に
は
な
ら
ず
そ
の
日
で
終
わ
っ
た
ら
し
い
。
だ
か
ら
民
芸
側
と
し
て
は
論
争
の
原
因
は
、
県
側
が
反
論
し
た
か
ら
県

側
に
あ
る
と
の
見
方
の
よ
う
で
あ
る
。

Ⅳ
１
２
双
方
の
意
図

論
争
の
原
因
が
ど
ち
ら
に
あ
っ
た
か
は
決
め
付
け
に
く
い
が
、
県
は
民
芸
を
黙
ら
せ
よ
う
と
努
め
、
民
芸
は
県
に
対

し
て
多
言
を
費
や
し
て
方
言
維
持
を
説
い
て
い
る
。
受
け
取
り
方
に
も
よ
る
が
、
県
は
事
を
小
さ
く
、
民
芸
は
事
を
大

き
く
し
よ
う
と
し
た
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
。
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方
言
論
争
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
余
波
で
あ
る
が
、
沖
縄
の
一
一
一
一
口
語
史
の
記
述
を
誤
ら
せ
る
事
柄
が
、
人
に
気
付

か
れ
ず
に
一
人
歩
き
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
事
実
を
詳
述
す
る
。
他
稿
の
誤
り
を
指
摘
す
る
の
は
好
ま
な
い
が
、
歴

史
の
記
述
を
正
す
方
が
大
切
で
あ
る
。

昭
和
十
五
（
一
九
四
○
）
年
一
月
七
日
は
、
那
覇
市
公
会
堂
で
、
沖
縄
観
光
協
会
と
郷
士
協
会
の
主
催
で
、
来
県
し

た
柳
宗
悦
ら
日
本
民
芸
協
会
同
人
一
行
と
県
側
関
係
者
の
座
談
会
が
開
か
れ
、
そ
の
様
子
が
翌
八
日
の
新
聞
で
報
道
さ

れ
た
。
報
道
の
状
況
に
つ
い
て
、
月
刊
民
芸
の
編
集
担
当
の
田
中
俊
雄
は
、
昭
和
十
五
年
三
月
号
七
頁
で
、
｜
月
八
日

の
沖
縄
三
紙
、
す
な
わ
ち
琉
球
新
報
、
沖
縄
朝
日
新
聞
、
沖
縄
日
報
に
つ
い
て
、
「
い
ず
れ
の
新
聞
も
主
と
し
て
標
準

語
の
問
題
の
み
を
特
に
大
き
く
と
り
あ
つ
か
っ
て
ゐ
た
」
と
書
い
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
事
実
と
異
な
る
。
実
際
の

誤
解
と
思
わ
れ
る
。
布
令
公
布
の
広
報
を
あ
え
て
行
わ
な
か
っ
た
の
は
県
の
思
惑
で
あ
り
、
そ
の
後
に
迫
る
戦
争
激
化

な
ど
の
社
会
的
事
情
も
あ
っ
て
、
県
布
令
の
こ
と
は
柳
宗
悦
も
田
中
俊
雄
も
知
ら
ず
、
一
般
県
民
で
さ
え
広
く
は
知
ら

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
布
令
は
吉
田
嗣
延
が
出
征
し
て
か
ら
公
布
さ
れ
た
も
の
で
、
吉
田
は
そ
の
こ
と
を
兵
役
中
に

新
崎
寛
直
か
ら
の
手
紙
で
知
っ
た
が
、
戦
況
悪
化
、
敗
戦
、
復
員
と
な
っ
て
、
そ
の
後
は
ず
っ
と
忘
れ
た
ま
ま
で
、
昭

（
釘
）

和
一
ハ
十
（
’
九
八
五
）
年
に
思
い
出
し
た
と
い
う
。

Ｖ
月
刊
民
芸
誌
の
誤
り
と
謎

398 

Hosei University Repository



紙
面
に
は
方
言
関
係
の
見
出
し
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
字
数
も
乏
し
く
、
載
っ
て
い
な
い
か
に
さ
え
見
え
ろ
。
問
題
は
、

こ
の
書
き
方
が
後
に
幾
人
も
の
研
究
者
に
引
用
さ
れ
た
り
、
改
変
し
て
使
わ
れ
た
り
し
て
、
事
実
か
ら
離
れ
た
形
で
広

が
り
、
沖
縄
の
一
一
一
一
口
語
史
を
歪
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
月
刊
民
芸
昭
和
十
五
年
十
一
月
十
二
月
合
併
号
の
一
一

六
頁
で
は
、
同
年
一
月
八
日
に
言
語
の
こ
と
を
報
道
し
た
沖
縄
の
新
聞
は
、
琉
球
新
報
と
沖
縄
日
報
の
一
一
紙
で
、
一
一
一
紙

で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
て
、
同
年
三
月
号
の
記
述
と
も
矛
盾
し
て
い
る
。

正
し
く
な
い
記
述
が
沖
縄
の
言
語
史
を
語
っ
て
い
る
こ
と
は
、
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
大
な
こ
と
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
根
拠
を
詳
し
く
説
明
し
、
可
能
な
限
り
問
題
を
究
明
、
解
決
し
、
残
る
課
題
を
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。

！
■
Ｉ
■
 

観
光
費
源
の
豊
富
（
仏
琉
球
馴
繩

が
観
光
絡
み
で
あ
っ
て
言
語
の
関
係
は
一
つ
も
な
い
。

ソ
ー
リ
ヱ
ト
●
ビ
ュ
ー
ロ
１

（
画
像
１
）

鹸
行
協
會
の
案
内
所
設
置
馴
膵

Ｖ
ｌ
１
新
聞
報
道
の
見
出
し
の
実
際

沖
縄
三
紙
の
当
時
の
勢
力
は
琉
球
新
報
が
最
大
で
、
発
行
部
数
は
全
体
の
五
○
％
と
も
七
○
％
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

文
筆
．
映
嘗
、
ラ
ヂ
オ
等
で
犬
宜
博
端
鯏

沖
縄
日
報
は
見
出
し
が
六
本
あ
り
、
観
光
や
生
活
の

ぎ
の
ふ
座
談
含
賑
ふ
Ⅷ
く

こ
と
な
ど
に
混
ざ
っ
て
一
一
一
一
口
語
の
関
係
が
一
本
あ
る
。

彊
薯
鴛
早
一
哩
噂
塞
異
画
一
Ⅲ
憎
随
慣
鷹
辰
腫
謄
躍
醜

（
画
像
２
）

一
月
八
日
の
琉
球
新
報
の
見
出
し
は
四
本
あ
り
、
全
て

399方言論争再考

Hosei University Repository



Ｖ
ｌ
２
新
聞
記
事
の
字
数

座
談
会
に
関
す
る
新
聞
記
事
の
字
数
（
見
出
し
を
除
く
）
を
、
言
語
の
関
係
と
そ
の
他
に

分
け
て
、
そ
の
構
成
を
調
べ
る
と
下
表
の
よ
う
に
な
る
。
字
数
の
実
数
は
合
計
で
約
四
千
字

で
あ
る
。
表
か
ら
、
言
語
関
係
の
字
数
は
琉
球
新
報
一
一
一
一
、
七
％
、
沖
縄
日
報
一
一
五
、
五
％
、

二
紙
通
算
で
一
九
、
八
％
と
少
な
い
。
当
時
の
主
力
新
聞
が
琉
球
新
報
で
あ
っ
た
こ
と
を
勘

案
す
る
と
実
質
的
な
割
合
は
一
九
、
八
％
よ
り
ず
っ
と
低
い
こ
と
に
な
る
。
（
画
像
３
）

慕
陣
日
上
舟
）
之
。
■
一
往
一
■
「
愚
民
一
胚
用
の
庇
穿
冒
ｃ
卓
９
－
号
こ
の
「
苔
⑧

”
墓
地
と
方
言
の
保
存
”

山
内
警
察
部
長
の
意
見

３
口
一
日
Ｉ
Ｄ
｜
鴨
。
霊
旧
塞
輻
一
号
呂
埼
…

“
健
全
な
賞
生
活
を
“

観
光
座
談
會
・
論
戦
賑
ふ

Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
 

特
色
を
生
か
せ

ニ

ーーーー

鑿鱸
画像２ 中縄曰報の全見出し

（昭和15年１月８日）

沖
縄
朝
日
新
聞
は
、
探
し
て
い
る
が
見
当
た
ら
ず
、
内

容
を
確
認
で
き
な
い
が
、
本
稿
で
は
座
談
会
に
つ
い
て

の
報
道
は
あ
っ
た
と
仮
定
し
て
お
く
。
仮
に
沖
縄
朝
日
新

聞
が
言
語
問
題
を
大
き
く
扱
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
主
力

の
琉
球
新
報
が
大
き
く
扱
っ
て
い
な
い
か
ら
、
や
は
り
前

述
の
田
中
の
記
述
は
誤
り
で
あ
る
。

な
お
、
琉
球
新
報
と
沖
縄
日
報
は
い
ず
れ
も
、
四
頁
建

て
で
座
談
会
は
第
三
面
の
右
上
を
占
め
て
い
る
。
俗
に
い

う
三
面
記
事
で
あ
る
。

８０．２％ 

100.0％ １００ 

ｎ
Ｊ
 

俗
昭和15年１月８日の新聞のに

字数の統計い

画像３
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琉球新報

13.7％ 

沖縄日報

25.5％ 

計

19.8％ 

その他 86.3％ 74.5％ 80.2％ 

計 100.0％ 100.0％ 100.0％ 
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Ｖ
ｌ
３
問
題
点
の
分
析

前
記
田
中
の
記
述
を
含
む
肝
要
な
と
こ
ろ
を
画
像
４
に
示
す
。

傍
線
、
傍
点
は
筆
者
（
船
津
）
に
よ
る
。
実
傍
線
の
部
分
が
問
題

の
箇
所
で
あ
る
。

田
中
の
記
述
に
は
注
目
す
べ
き
箇
所
が
三
つ
あ
る
。
｜
つ
は
点

傍
線
の
部
分
で
、
こ
こ
は
問
題
な
い
。
二
つ
目
は
傍
点
の
部
分
で
、

「
こ
の
問
題
」
と
は
座
談
会
で
出
た
多
岐
の
問
題
全
体
を
指
し
、

言
語
の
問
題
に
限
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
も
問
題
は
な
い
。
三

右
の
こ
と
か
ら
、
新
聞
に
は
言
語
問
題
の
見
出
し
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
記
事
の
字
数
も
少
な
く
、
言
語
の
こ
と
は
全

く
大
々
的
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
新
聞
報
道
の
状
況
を
前
記
の
田
中
の
記
述
の
よ
う
に
、
言
語
の
問
題
が
中
心
で
あ
っ

た
か
の
よ
う
に
説
明
す
る
の
は
正
し
く
な
い
。
月
刊
民
芸
が
な
ぜ
こ
う
書
い
た
の
か
不
思
議
で
な
ら
な
い
。

な
お
、
記
事
が
小
さ
い
か
ら
と
い
っ
て
問
題
が
重
要
で
な
い
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。
座
談
会
で
は
激
し
い
議
論
が
あ
っ
た
模
様

で
あ
る
。
記
事
内
容
の
重
要
性
と
新
聞
記
事
の
大
小
と
を
混
同
し

て
は
な
ら
な
い
。

今
く
と
り
あ
つ
か
っ
て
ゐ
た
こ
と
で
あ
っ
た
③
お
そ
Ｆ

ら
く
こ
の
盲
菱
の
鞠
題
較
ど
が
い
ま
の
沖
翻
の
文
鑓
４

鹿
魑
と
し
て
畳
⑤
最
尖
端
主
－
し
め
す
も
の
雪
ひ
も
つ
像

で
姦
厳
□
こ
の
琶
漂
⑳
凋
題
幻
も
つ
方
向
が
蝋
鳶
沖
画

縄
の
全
般
鮒
文
化
永
撫
の
指
鯉
輯
し
め
す
も
の
と
み

の
新
閉
も
主
と
し
て
鍵
箪
語
幻
簡
慰
の
み
を
特
厘
大

の
緯
守
売
錘
運
溌
衛
に
は
諺
懲
の
い
る
ノ
ー
噸
分
野
ｌ
 

鱈
わ
た
る
意
見
が
で
た
の
仁
か
シ
糠
ら
字
、
い
づ
れ

二
画
遡
翻
掘
灸
金
堂
で
ひ
ら
か
れ
た
。
以
上
の
雪

と
念
康
談
曹
砿
も
ま
っ
た
く
意
外
な
糧
ど
一
微
を
蕊
．

竃
し
た
。
瀞
溝
の
儲
変
約
三
瀞
鯛
、
藁
球
薪
盤
訂
沖

征
趨
巳
色
沖
盗
屡
銭
侭
型
一
月
八
日
の
羅
面
遅
一

Ｉ
Ｉ
８
８
０
Ｉ
Ｉ
０
０
Ｉ
Ｉ
０
０
０
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
０
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
０
０
０
０
０
０
Ｏ
Ｉ
Ｃ
◆
◆
 

擁
に
そ
れ
Ｌ
１
大
酢
な
昂
笛
し
ぞ
つ
轍
て
⑰
』
》
の
関

中
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

麗
鐙
報
噂
し
た
や
わ
鰻
わ
れ
の
と
く
腱
信
ぞ
ひ
い
た

沖
鞠
の
一
》
種
の
文
化
顕

月刊民芸昭和15年３月号７頁より
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当
該
座
談
会
に
つ
い
て
、
「
沖
縄
に
お
け
る
共
通
語
の
歴
史
（
Ⅲ
）
」
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
昭
和
三
十
八
年
六
月
一
一
十
四

日
）
で
、
「
昭
和
十
五
年
一
月
八
日
の
沖
縄
三
紙
が
大
々
的
に
報
道
（
標
準
語
問
題
の
み
を
特
に
大
き
く
扱
っ
た
）
」
と

記
述
し
、
そ
の
後
「
沖
縄
の
言
語
史
」
（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
一
年
）
の
八
十
八
頁
で
も
同
じ
記
述
を
し
、
参

考
文
献
と
し
て
月
刊
民
芸
昭
和
十
五
年
三
月
号
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
あ
た
か
も
新
聞
記
事
が
言
語
の
問
題
ば
か

り
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
も
の
で
、
正
し
く
な
い
。
そ
の
原
因
は
前
掲
田
中
の
記
述
「
画
像
４
」
の
傍

点
の
部
分
の
「
こ
の
問
題
」
を
「
言
語
の
問
題
」
と
誤
解
し
、
点
傍
線
の
部
分
と
実
傍
線
の
部
分
を
結
び
つ
け
て
表
現

し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

「
わ
が
沖
縄
第
一
一
巻
方
言
論
争
」
（
木
耳
社
、
一
九
七
○
年
）
の
十
一
頁
に
月
刊
民
芸
の
「
画
像
４
」
を
前
後
の
文

と
共
に
転
載
し
、
ま
た
二
○
七
頁
に
外
間
の
「
沖
縄
の
言
語
史
」
の
八
十
八
頁
の
部
分
を
転
載
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も

谷
川
自
身
の
筆
で
は
な
い
が
、
転
載
文
献
は
読
者
に
と
っ
て
は
元
の
文
献
と
等
価
で
あ
り
、
正
し
く
な
い
記
述
が
転
載

Ｖ
ｌ
４
各
研
究
者
へ
の
影
響

筆
者
が
承
知
し
て
い
る
関
係
文
献
の
中
の
幾
つ
か
を
研
究
者
別
に
挙
げ
る
。

つ
目
は
実
傍
線
の
部
分
で
、
新
聞
報
道
の
実
際
を
正
し
く
表
し
て
い
な
い
。
こ
こ
に
問
題
が
あ
る
。

（
二
）
谷
川
健
一

二
）
外
間
守
善

□■■■■■■。■■■■・ロロロ■ロロロ■Ｐ
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さ
れ
て
い
る
旨
を
挙
げ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

（
三
）
小
野
寺
啓
治

柳
宗
悦
全
集
第
十
五
巻
の
巻
頭
差
込
の
十
二
頁
の
「
｜
月
八
日
」
の
項
で
、
「
沖
縄
一
一
一
紙
に
前
日
の
論
戦
が
大
き
く

報
道
さ
れ
た
」
旨
書
い
て
い
る
。
論
戦
と
は
言
語
問
題
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
こ
れ
も
よ
く
な
い
。

右
の
（
｜
）
～
（
三
）
を
要
約
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

昭
和
十
五
年
一
月
八
日
の
沖
縄
三
紙
が
「
大
々
的
に
報
道
（
標
準
語
問
題
の
み
を
特
に
大
き
く
扱
っ
た
。
）
」
と
の
表

現
や
こ
れ
と
同
趣
旨
の
表
現
は
正
し
く
な
い
。

正
し
く
な
い
記
述
が
引
用
、
転
載
、
孫
引
き
な
ど
で
一
人
歩
き
し
て
歴
史
を
語
っ
て
い
る
と
思
う
と
、
恐
ろ
し
い
。

正
し
く
な
い
記
述
の
中
で
一
番
古
い
も
の
は
、
月
刊
民
芸
の
昭
和
十
五
年
三
月
号
七
頁
の
田
中
俊
雄
の
記
述
（
画
像
４
）

別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
大
き
く
報
道
さ
れ
た
の
は
座
談
会
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
言
語
の
こ
と
で
は
な
い
の
に
、
外

間
守
善
等
の
記
述
で
「
座
談
会
」
が
「
言
語
」
に
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
外
間
、
小
野
寺
は
、
田

中
の
記
述
「
画
像
４
」
を
鵜
呑
み
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
彼
ら
が
原
典
の
新
聞
を
見
た
上
で
記
述
し
て
い
れ
ば
、

で
あ
る
。

こ
れ
は
正
し
い
。

（
四
）
水
尾
比
呂
志

柳
宗
悦
全
集
第
十
五
巻
六
一
一
一
一
頁
で
、
「
座
談
会
は
翌
日
の
三
新
聞
に
大
き
く
報
道
さ
れ
、
：
」
の
旨
書
い
て
い
る
。
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Ｖ
ｌ
５
吉
田
嗣
延
の
指
摘

方
言
論
争
の
中
核
人
物
の
一
人
で
、
当
時
県
学
務
部
に
い
た
吉
田
嗣
延
は
、
後
年
昔
を
回
顧
し
て
「
私
の
戦
後
史
第

三
巻
九
十
一
頁
」
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
八
○
年
）
で
、
「
民
芸
協
会
の
雑
誌
を
見
た
が
ウ
ソ
八
百
並
べ
て
あ
る
と

感
じ
た
。
」
と
い
っ
て
、
同
誌
へ
の
不
信
を
表
し
て
い
る
。
吉
田
は
ど
の
部
分
が
ウ
ソ
な
の
か
個
別
の
明
示
は
な
い
が
、

前
記
の
田
中
の
記
述
（
画
像
４
の
実
傍
線
の
部
分
）
は
、
ウ
ソ
に
当
た
る
と
思
わ
れ
る
。
吉
田
が
「
ウ
ソ
八
百
」
と
言
っ

（
９
）
 

た
の
は
恐
ら
く
、
同
誌
に
吉
田
を
悪
く
書
い
て
い
る
田
中
俊
雄
ら
の
文
一
一
一
一
口
が
あ
り
、
吉
田
は
田
中
を
不
信
、
不
快
に
思

（
鍋
）

い
、
両
者
は
不
仲
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
士
ロ
田
の
特
別
の
感
情
か
ら
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
筆
者
が
本
稿
を

ま
と
め
る
に
際
し
て
も
、
月
刊
民
芸
に
は
不
可
解
な
点
が
幾
つ
か
あ
る
。
例
え
ば
、
昭
和
十
五
年
十
一
月
十
二
月
合
併

号
二
七
頁
に
は
、
同
年
一
月
十
六
日
の
沖
縄
日
報
の
吉
田
の
記
事
の
題
が
「
柳
氏
の
所
論
を
読
み
て
」
と
な
っ
て
い

る
が
、
沖
縄
日
報
の
実
物
に
は
そ
う
い
う
見
出
し
は
な
く
、
「
柳
氏
に
輿
ふ
」
と
な
っ
て
い
て
違
っ
て
い
る
。
沖
縄
朝

日
新
聞
に
も
同
じ
記
事
が
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
新
聞
が
な
い
の
で
題
を
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、
後
記
７
で

も
指
摘
し
た
が
、
同
合
併
号
の
一
一
六
頁
の
「
｜
月
八
日
」
の
記
述
は
同
年
三
月
号
の
「
画
像
４
」
の
記
述
と
矛
盾
し

て
い
る
。
ど
こ
か
が
間
違
っ
て
い
る
が
、
ど
こ
か
が
解
ら
ず
、
謎
で
あ
る
。
吉
田
の
言
う
「
ウ
ソ
八
百
」
を
信
じ
た
く

な
い
の
だ
が
。

誤
り
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
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Ｖ
Ｉ
６
田
中
俊
雄
の
心
境
の
推
察

田
中
は
昭
和
十
五
年
一
月
八
日
に
は
那
覇
に
い
た
か
ら
、
沖
縄
三
紙
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
筈
で
あ
る
。
そ
れ

な
の
に
、
な
ぜ
画
像
４
の
実
傍
線
の
部
分
の
よ
う
に
書
い
た
の
か
解
せ
な
い
。

田
中
が
そ
の
原
稿
を
書
い
た
の
は
、
昭
和
十
五
年
一
月
か
ら
三
月
の
間
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
の
頃
の
田

中
の
心
境
を
文
献
か
ら
推
察
す
る
と
、
沖
縄
の
言
語
問
題
に
関
す
る
県
の
方
針
を
激
し
く
論
難
し
、
吉
田
の
論
文
「
愛

（
９
）
 

玩
県
」
を
非
難
、
笑
殺
す
る
な
ど
、
県
当
局
へ
の
対
決
姿
勢
を
顕
わ
に
し
て
い
る
。
士
ロ
田
は
、
田
中
は
感
情
的
で
相
手

に
は
で
き
な
い
と
い
い
、
民
芸
側
は
吉
田
を
感
情
的
だ
と
い
い
、
互
い
に
冷
静
で
な
い
心
境
の
中
、
田
中
の
記
述
は
勘

違
い
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
田
中
が
画
像
４
の
実
傍
線
の
部
分
を
、
故
意
に
事
実
を
曲
げ
て
書
い
た
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。
な
ぜ
な
ら
、

当
時
は
一
月
八
日
の
新
聞
が
証
拠
資
料
と
し
て
手
近
に
存
在
し
て
い
た
か
ら
、
悪
意
で
書
け
ば
す
ぐ
発
覚
す
る
し
、
従
っ

て
、
書
い
た
事
情
の
真
相
は
謎
で
あ
る
。
本
当
の
と
こ
ろ
は
知
る
由
も
な
い
が
、
田
中
に
と
っ
て
は
言
語
問
題
が
非
常

に
重
要
で
あ
っ
た
た
め
に
、
そ
れ
へ
の
思
い
込
み
で
錯
覚
に
陥
っ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

Ｖ
ｌ
７
所
在
不
明
の
沖
縄
朝
日
新
聞

前
記
の
田
中
の
記
述
は
、
月
刊
民
芸
昭
和
十
五
年
十
一
月
十
二
月
合
併
号
の
記
述
と
矛
盾
し
て
い
る
。
同
合
併
号
の

一
一
六
頁
に
「
沖
縄
言
語
問
題
資
料
解
題
」
「
新
聞
ノ
部
」
と
い
う
事
項
が
あ
っ
て
、
昭
和
十
五
年
一
月
か
ら
の
沖
縄
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言
語
問
題
を
扱
っ
た
日
々
の
新
聞
記
事
の
事
項
の
総
覧
で
あ
る
が
（
画
像
５
）
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
月
八
日
の
言
語

関
係
の
記
事
は
琉
球
新
報
と
沖
縄
日
報
の
二
紙
の
み
と
な
っ
て
お
り
、
沖
縄
朝
日
新
聞
は
挙
げ
ら
れ
て
な
い
。

よ
っ
て
沖
縄
朝
日
新
聞
に
は
言
語
関
係
の
記
事
が
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
正
し
け
れ
ば
、
論
理
の
上
で
月

刊
民
芸
（
田
中
）
、
外
問
、
谷
川
、
小
野
寺
の
記
事
は
誤
り
と
な
る
。
一
方
、
「
新
聞
ノ
部
」
の
記
事
が
誤
っ
て
い
て
、

沖
縄
朝
日
新
聞
を
漏
ら
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
う
は
言
え
な
い
。
記
事
の
誤
り
は
時
と
し
て
あ
り
う
る
が
、
こ
れ

が
誤
り
で
あ
る
証
拠
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。
｜
貢
す
べ
き

新
聞
ノ
部

併
一
一
つ
の
事
柄
が
矛
盾
し
て
い
る
場
合
、
後
の
方
を
正
し
い
一
月
八
亘
蕊
津
新
報
・
沖
警
毅

〈
ロ

曇
光
義
漣
畳
嵩
な
蕊
譲
。
き
③
ふ
厩
談
哲
駁
多
皐
（
新
報
・
記
事
〉
月２
 

と
見
れ
ば
、
沖
縄
朝
日
新
聞
は
一
一
一
口
語
問
題
を
取
り
上
げ
な

電
璽
光
慶
談
曾
・
霞
戦
亟
戸
今
韓
色
醤
生
か
せ
底
（
日
報
・
記
事
）

一
月
七
日
午
後
三
尋
よ
り
熟
麺
市
曇
含
堂
狸
て
沖
亘
輯
鷲
筵
奮
及
び
癖
士
橿
。

か
つ
た
、
あ
る
い
は
取
り
上
げ
て
も
僅
少
で
あ
っ
た
と
み

会
主
催
健
て
民
塞
漣
白
岡
人
壁
涯
じ
ゆ
そ
の
他
筑
蕊
訪
問
：
一
皮
を
中
心
と
月

し
て
、
主
鑛
舌
興
翻
譲
巻
な
ら
び
偉
沖
麺
蕊
毎
繁
遍
基
左
菖
、
嚇
名
懲
童
鱈
Ⅲ

ろ
の
が
正
し
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
仮
説
で
あ
る
。

し
て
、
狩
耗
蜜
光
婚
中
心
と
す
る
塵
悪
曾
爵
鍍
し
だ
が
、
そ
の
魔
上
悲
だ
年

上
室
生
鱒
麺
堅
の
犠
塗
醤
風
行
慢
費
し
て
、
字
そ
の
溌
瓦
方
浅
の
や
な
す
５

ざ
萱
ご
と
を
循
賓
し
た
篭
曇
、
蕊
乗
考
か
：
鐸
’
》
客
裏
瓢
炎
：
慰
箆
和

月
刊
民
芸
の
編
集
担
当
は
田
中
俊
雄
で
あ
る
。
昭
和
十

雷總輕挙》琴詑輕宰轟蕊舗蛾》辨瀦一一潅醗雫鯉な帰淨藷錘昭り
五
年
一
一
一
月
号
で
は
、
沖
縄
朝
日
新
聞
も
一
月
八
日
に
一
一
一
一
口
語

践側
三
鐸
蒙
、
厨
歴
の
鍍
移
』
を
曇
興
・
）

問
題
を
大
き
く
取
り
扱
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
一
月
九
遭
蕊
象
憲
綴

勺
金
口
木
舌
」
（
記
拳
）

刊
Ⅲ

麓
塵
廃
瞬
便
の
迂
兒
を
要
釣
し
、
そ
篭
銭
し
誘
干
の
希
璽
驚
の
べ
化
一
文
．
月
号

後
に
出
た
同
年
十
一
月
十
二
月
合
併
号
一
一
六
頁
の
同
編
一
月
十
亘
涛
縄
穏
臼
蒋
開

輸
愛
褒
森
山

窒
臼
圏
遥

５
 

集
部
の
記
事
で
は
、
沖
縄
一
一
一
紙
で
は
な
く
、
一
一
紙
と
な
っ

率
蕊
番
蝋
：
量
海
の
箪
丈
。
き
わ
め
て
威
僑
露
本
愚
：
…
っ
｝
農
像

簿
し
、
窪
室
抵
葛
闇
癌
の
冠
兄
息
し
て
・
遷
砿
人
鰯
涛
蕪
算
瀦
の
不
画

て
い
る
。
沖
縄
朝
日
新
聞
が
外
さ
れ
て
い
る
の
は
、
田
中

蕊
議
員
な
る
衝
壜
の
と
し
て
讃
葎
し
一
二
文
。
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が
三
月
号
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
て
訂
正
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
こ
れ
も
推
測
で
、
当
の
沖
縄
朝

日
新
聞
の
昭
和
十
五
年
一
月
八
日
付
け
の
紙
面
を
確
認
し
な
い
限
り
断
言
は
で
き
ず
、
今
の
と
こ
ろ
謎
で
あ
る
。

Ｖ
ｌ
８
残
る
課
題

前
記
の
謎
は
、
昭
和
十
五
年
一
月
八
日
の
沖
縄
朝
日
新
聞
の
紙
面
を
確
認
す
れ
ば
、
一
挙
に
解
け
る
。
そ
の
た
め
筆

者
は
図
書
館
や
識
者
等
を
通
じ
て
探
し
て
い
る
が
ま
だ
見
つ
か
ら
な
い
。
諸
氏
か
ら
の
所
在
情
報
を
待
ち
た
い
。

Ｖ
ｌ
９
言
語
問
題
の
重
要
度
と
新
聞
報
道

田
中
の
よ
う
に
言
語
問
題
に
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
い
る
者
に
と
っ
て
は
、
一
月
八
日
の
新
聞
報
道
は
重
大
で
あ
り
、

第
一
面
の
先
頭
記
事
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う
立
場
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
無
関
心
の
者
に
と
っ
て
は
、
取
る
に
足
ら
な

い
記
事
で
し
か
な
い
。
新
聞
で
大
き
く
取
り
扱
う
か
小
さ
く
取
り
扱
う
か
は
、
新
聞
社
の
編
集
志
向
や
他
の
記
事
と
の

関
係
で
決
ま
る
も
の
で
、
こ
の
点
は
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
。

筆
者
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
新
聞
の
報
道
状
況
と
、
報
道
状
況
の
説
明
の
乖
離
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
新
聞
以
外

に
よ
る
座
談
会
の
説
明
や
論
争
の
重
要
性
の
こ
と
で
は
な
い
。
諸
文
献
で
は
こ
の
点
の
分
別
に
乏
し
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
の
で
、
敢
え
て
重
ね
て
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

407方言論争再考

Hosei University Repository



（
以
下
敬
称
を
つ
け
、
丁
寧
体
文
、
「
私
」
と
は
筆
者
船
津
好
明
を
さ
す
。
）

吉
田
さ
ん
の
生
前
の
一
一
一
一
口
動
の
中
で
、
標
準
語
と
方
言
に
関
す
る
も
の
は
、
戦
前
の
一
時
期
の
ほ
か
は
な
か
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
実
際
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
後
方
言
へ
の
思
い
を
抱
か
れ
、
晩
年
に
は
方
言

に
関
し
て
は
っ
き
り
と
支
持
の
意
思
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

戦
前
の
一
時
期
と
は
、
い
わ
ゆ
る
方
一
一
一
一
口
論
争
の
頃
の
こ
と
で
す
。
吉
田
さ
ん
の
方
言
論
争
と
の
係
わ
り
は
昭
和
十
五

（
一
九
四
○
）
年
の
前
半
だ
け
で
す
。
出
征
、
復
員
、
沖
縄
に
関
係
す
る
仕
事
へ
の
復
帰
と
、
長
い
人
生
の
中
で
方
言

の
こ
と
は
、
吉
田
さ
ん
の
脳
裏
に
潜
在
し
た
ま
ま
、
あ
ま
り
表
に
は
出
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

吉
田
さ
ん
を
方
言
弾
圧
者
な
ど
と
評
す
る
人
は
現
在
も
い
ま
す
。
こ
の
一
一
一
一
口
い
方
は
吉
田
さ
ん
を
称
賛
し
て
い
る
よ
う

で
も
あ
る
し
、
既
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。
言
う
人
の
真
意
は
同
じ
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
本
人
は
昭

（
鰯
）

和
六
十
（
一
九
八
五
）
年
に
、
方
一
一
一
一
口
に
係
わ
る
過
去
に
つ
い
て
反
省
と
後
悔
を
、
全
県
民
に
向
け
て
表
明
、
そ
の
後
、

方
言
復
活
論
者
に
な
ら
れ
、
昭
和
六
十
一
（
’
九
八
六
）
年
に
病
に
倒
れ
ら
れ
、
快
復
な
く
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年

に
他
界
さ
れ
ま
し
た
。

吉
田
さ
ん
は
明
治
四
十
三
（
一
九
一
○
）
年
、
沖
縄
の
首
里
に
生
ま
れ
、
方
言
論
争
時
は
一
一
十
九
～
一
一
一
十
歳
、
そ
の

後
六
年
間
の
兵
役
と
外
地
生
活
を
経
て
復
員
、
そ
の
後
沖
縄
関
係
の
仕
事
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
吉
田
さ
ん
が
使
っ
た

方
言
復
活
論
者
に
な
っ
た
吉
田
嗣
延

Ｉ
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（
釦
）

一
一
一
一
口
葉
と
い
え
ば
、
御
父
上
（
嗣
浩
さ
ん
）
が
標
準
語
が
不
自
由
だ
っ
た
と
の
事
で
す
か
ら
、
子
供
の
頃
の
家
庭
生
活
の

言
葉
が
方
一
一
一
一
口
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
ま
た
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
沖
縄
に
戻
っ
て
県
庁
勤
め
を
し
て
い
た
と

（
釦
）

き
も
、
家
庭
で
は
方
一
一
一
一
口
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
か
ら
、
吉
田
さ
ん
は
沖
縄
語
の
完
全
な
ネ
イ
ー
ナ
ィ
ブ
話
者
で
あ
っ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

方
言
論
争
の
頃
に
つ
い
て
は
、
吉
田
さ
ん
は
前
記
Ⅱ
の
３
の
通
り
標
準
語
の
普
及
、
特
に
学
校
で
の
指
導
を
強
化
し

ま
し
た
。
そ
の
最
中
に
、
徴
兵
に
よ
り
県
庁
の
仕
事
を
離
れ
る
運
命
と
な
っ
て
ま
し
い
ま
し
た
。

吉
田
さ
ん
の
方
言
と
の
係
わ
り
に
つ
い
て
は
、
誤
解
さ
れ
て
い
る
点
も
あ
り
ま
す
。
方
言
弾
圧
者
の
よ
う
に
思
わ
れ

た
の
は
止
む
を
得
ま
せ
ん
が
、
吉
田
さ
ん
が
方
言
札
を
考
案
し
て
学
校
で
使
わ
せ
た
な
ど
と
い
う
巷
談
は
正
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
方
言
札
は
ず
っ
と
以
前
か
ら
あ
っ
た
も
の
で
す
。

吉
田
さ
ん
の
昭
和
十
五
（
一
九
四
○
）
年
頃
の
標
準
語
普
及
の
仕
事
は
確
信
に
満
ち
た
も
の
で
し
た
。
一
方
で
、
そ

（
皿
）

の
頃
の
新
聞
沖
縄
日
報
に
吉
田
さ
ん
が
書
い
た
「
柳
氏
に
與
ふ
」
を
読
む
と
、
方
一
一
一
一
口
に
つ
い
て
は
宗
悦
さ
ん
の
一
一
一
一
口
い
分

を
よ
く
理
解
し
て
い
ろ
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
方
言
を
思
う
下
地
は
元
々
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
話
者
で
す

か
ら
、
当
然
と
い
え
ば
当
然
で
す
。
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
県
の
職
員
と
し
て
の
立
場
で
は
、
方
言
の
こ
と
は
表
に
出

す
こ
と
も
で
き
ず
、
外
向
け
に
は
標
準
語
の
励
行
へ
の
確
信
を
示
し
て
、
そ
れ
は
戦
後
も
長
い
間
続
き
ま
し
た
。
し
か

し
あ
る
時
か
ら
確
信
が
揺
ら
ぎ
、
方
言
へ
の
思
い
が
芽
を
吹
き
始
め
ま
し
た
。
吉
田
さ
ん
の
心
の
変
化
が
い
つ
始
ま
っ

た
か
は
、
本
稿
の
肝
要
な
点
で
す
。
そ
の
時
期
を
探
る
の
に
参
考
に
な
る
証
言
が
幾
つ
か
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
沖
縄
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出
身
で
現
在
在
京
の
七
十
歳
代
の
Ａ
さ
ん
の
記
憶
に
よ
れ
ば
、
東
京
の
学
生
で
あ
っ
た
昭
和
二
十
五
（
’
九
五
○
）
年

頃
、
あ
る
集
ま
り
で
吉
田
さ
ん
と
初
め
て
対
面
し
た
と
き
、
吉
田
さ
ん
に
物
を
尋
ね
ら
れ
た
の
で
方
言
で
答
え
た
ら
、

鋭
い
眼
差
し
で
睨
ま
れ
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
で
す
。
戦
後
間
も
な
い
時
期
に
、
沖
縄
出
身
の
若
い
者
が

東
京
で
方
言
を
使
っ
た
の
で
、
標
準
語
が
不
十
分
の
た
め
標
準
語
で
は
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
、
と
思
わ
れ
た
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
Ａ
さ
ん
は
標
準
語
に
は
自
信
が
あ
り
ま
し
た
が
、
親
し
み
の
た
め
に
方
言
を
使
っ
た
の
に
、
と
一
一
一
一
口
っ
て
い

ま
す
。
Ａ
さ
ん
は
そ
の
時
点
で
は
、
吉
田
さ
ん
が
方
言
論
争
の
関
係
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

玉
城
一
夫
さ
ん
は
「
ウ
チ
ナ
ー
グ
チ
、
し
ま
く
と
う
ば
」
と
題
し
て
、
’
九
七
○
年
代
に
東
京
の
吉
田
さ
ん
の
家
を

何
回
も
訪
れ
た
と
き
の
こ
と
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。
「
今
思
い
返
し
て
も
吉
田
大
先
輩
は
一
度
と
し
て

（
犯
）

方
一
一
一
一
口
を
交
え
て
話
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
さ
す
が
と
い
う
か
、
頑
固
一
徹
、
信
念
の
方
で
あ
っ
た
」
。
王

城
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
吉
田
さ
ん
の
家
を
訪
ね
た
の
は
、
い
つ
も
若
い
仲
間
数
人
で
連
れ
立
っ
て
の
こ
と
で
あ
り
、
若
い

仲
間
同
士
の
話
に
は
、
時
々
「
あ
ん
や
さ
（
そ
う
だ
）
」
と
か
、
「
あ
れ
－
あ
ら
ん
さ
（
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
）
」
と
い
っ

て
相
づ
ち
や
反
論
の
と
き
の
片
一
一
一
一
口
の
方
一
一
一
一
口
は
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
吉
田
さ
ん
は
そ
れ
ら
し
い
方
言
も
話
さ
れ
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
吉
田
さ
ん
は
上
京
し
て
十
年
ほ
ど
の
若
者
よ
り
は
東
京
生
活
が
は
る
か
に
長
く
、
ま
た
、
方

言
で
話
す
機
会
も
な
か
っ
た
の
で
、
方
言
が
出
な
か
っ
た
だ
け
で
、
意
識
的
に
方
一
一
一
一
口
を
使
わ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
王
城
さ
ん
は
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
頃
の
玉
城
さ
ん
は
、
吉
田
さ
ん
が
方
言
論
争
の

主
役
の
一
人
で
、
標
準
語
推
進
派
の
中
心
的
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

ｂ○口□■０口□■■■■■ⅡⅡⅡⅡⅡ－１－１．■ロロⅡ□■ロロ。
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親
富
祖
恵
子
さ
ん
は
一
九
八
○
年
、
東
京
に
い
て
研
究
の
た
め
吉
田
さ
ん
に
会
っ
て
方
言
論
争
の
頃
の
話
を
聞
い
た

際
の
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。
「
戦
前
か
ら
一
貫
し
て
標
準
語
励
行
運
動
の
正
当
性
を
確
信
し
て
来
ら

れ
た
こ
と
を
率
直
に
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
た
だ
御
自
身
の
戦
後
の
業
績
に
比
し
て
「
方
言
論
争
」
問
題
を
あ
ま
り
重

視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
御
自
身
の
立
場
や
見
解
を
自
ら
表
明
、
総
括
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
研
究
者

（
鋼
）

と
し
て
は
返
す
返
す
も
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
」
。
圭
口
田
さ
ん
が
戦
前
の
仕
事
を
正
当
と
思
う
の
は
、
あ
の
時
代
の
こ

と
で
す
か
ら
当
然
と
し
て
も
、
正
当
な
の
に
誇
る
こ
と
も
せ
ず
、
多
く
を
語
ろ
う
と
し
な
い
の
は
、
心
の
中
に
何
か
含

む
も
の
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
親
富
祖
さ
ん
は
沖
縄
出
身
の
研
究
者
、
吉
田
さ
ん
が
方
言
論
争
の
主
役
の
一

人
で
あ
る
こ
と
を
承
知
の
上
で
吉
田
さ
ん
を
取
材
し
て
得
た
感
想
は
、
玉
城
さ
ん
が
感
じ
た
印
象
と
は
違
う
よ
う
に
思

い
ま
す
が
、
や
は
り
親
富
祖
さ
ん
も
、
吉
田
さ
ん
の
方
言
へ
の
思
い
を
感
じ
取
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

右
の
三
人
が
受
け
た
印
象
と
、
吉
田
さ
ん
の
胸
の
内
と
が
同
じ
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
Ａ
さ
ん
は
別
と
し
て
、
王
城

さ
ん
と
親
冨
祖
さ
ん
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

一
九
八
○
年
に
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
か
ら
出
た
「
私
の
戦
後
史
第
三
巻
」
の
九
十
一
頁
に
は
、
吉
田
さ
ん
の
手
記
が
あ

り
、
方
言
論
争
当
時
の
自
分
の
指
導
の
仕
方
が
誤
り
だ
っ
た
と
、
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
に
気
が
付
い
た
の
は
五
十
歳
を

超
え
て
か
ら
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
吉
田
さ
ん
の
五
十
歳
と
い
え
ば
一
九
六
○
年
で
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
王
城
さ
ん

や
親
富
祖
さ
ん
と
会
っ
た
と
き
に
は
、
吉
田
さ
ん
は
既
に
心
の
中
で
昔
を
悔
い
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

吉
田
さ
ん
へ
の
追
悼
文
集
で
あ
る
「
回
想
吉
田
嗣
延
」
の
五
十
一
頁
で
は
、
嶋
袋
浩
さ
ん
が
「
衝
撃
的
な
述
懐
」
と
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述
懐
で
す
。
一
九
六
○
年
頃
か
ら
一
九
八
○
年
頃
ま
で
の
間
に
、
そ
れ
に
整
合
す
る
吉
田
さ
ん
の
記
述
や
発
言
に
接
し

た
人
は
、
今
の
と
こ
ろ
い
ま
せ
ん
。
反
対
に
方
言
と
は
無
縁
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
、
例
え
ば
、
方
言
論
争
時
の
こ
と
に

つ
い
て
の
執
筆
要
請
に
応
じ
な
か
っ
た
な
ど
の
話
は
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
吉
田
さ
ん
が
一
九
八
○
年

頃
よ
り
も
前
に
方
言
へ
の
思
い
を
抱
き
始
め
た
と
断
一
一
一
一
口
す
る
に
は
、
’
九
八
○
年
頃
よ
り
も
前
の
時
点
に
お
け
る
そ
の

旨
の
本
人
の
記
述
か
他
人
の
証
言
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
歴
史
の
解
釈
を
こ
の
よ
う

に
す
れ
ば
、
王
城
さ
ん
や
親
富
祖
さ
ん
と
会
っ
た
と
き
の
吉
田
さ
ん
の
胸
中
は
、
苦
の
ま
ま
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

国
の
公
務
員
で
あ
っ
た
私
は
昭
和
五
十
八
（
一
九
八
三
）
年
七
月
一
日
、
沖
縄
開
発
庁
沖
縄
総
合
事
務
局
次
長
に
任

命
さ
れ
、
那
覇
市
で
の
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私
は
文
化
が
好
き
で
、
沖
縄
の
文
化
の
基
は
伝
統
一
言
語
に
あ
る
と
信

じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
機
会
に
沖
縄
語
を
覚
え
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
戦
前
に
、
沖
縄
の
人
々
の
生
活
語
と

し
て
、
標
準
語
を
普
及
さ
せ
る
と
い
う
県
当
局
の
強
い
方
針
に
、
日
本
民
芸
協
会
の
柳
宗
悦
会
長
な
ど
が
、
県
の
や
り

方
は
度
が
過
ぎ
て
方
言
は
無
く
な
っ
て
し
ま
う
、
方
言
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
っ
て
、
県
当
局
と
対
立

こ
う
い
う
状
況
を
経
て
吉
田
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
（
一
九
八
五
）
年
の
前
半
に
過
去
の
反
省
と
後
悔
を
、
ラ
ジ
オ
放

（
恥
）

送
を
通
じ
て
県
民
に
公
一
一
一
一
口
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
後
、
吉
田
さ
ん
の
気
持
ち
は
も
や
が
晴
れ
た
よ
う
に
変
化
し
、
昭

和
六
十
（
一
九
八
五
）
年
の
後
半
に
は
方
言
復
活
論
者
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

す
。
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那
覇
で
暮
ら
し
て
い
た
私
は
、
月
に
一
回
か
二
回
、
仕
事
で
東
京
に
出
張
す
る
こ
と
が
あ
り
、
沖
縄
協
会
に
吉
田
さ

ん
を
訪
ね
て
話
を
交
わ
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
沖
縄
協
会
の
場
所
は
霞
が
関
官
庁
街
の
一
角
に
あ
っ
て
、
興
味
あ
る

所
へ
は
ど
こ
へ
で
も
行
く
と
い
う
私
の
性
格
も
あ
っ
て
、
吉
田
さ
ん
の
所
へ
は
時
々
足
が
向
い
た
も
の
で
す
。
吉
田
さ

ん
は
私
を
い
つ
も
親
し
く
迎
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
吉
田
さ
ん
も
沖
縄
協
会
の
行
事
な
ど
で
沖
縄
に
来
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
私
の
事
務
室
を
訪
れ
て
下
さ
っ
た
り
し
て
、
沖
縄
で
お
話
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
話
は
大

抵
東
京
の
沖
縄
協
会
の
専
務
室
で
し
た
。
話
題
は
文
化
の
話
で
、
次
第
に
沖
縄
語
の
こ
と
に
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。
話

題
が
沖
縄
語
な
の
に
話
は
共
通
語
で
し
た
か
ら
、
あ
と
で
思
う
と
変
な
気
も
し
ま
す
。
振
り
返
っ
て
考
え
る
と
変
わ
っ

た
会
い
方
で
し
た
。
話
は
い
つ
も
昼
間
で
し
た
。
夜
酒
を
呑
み
交
わ
し
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
吉
田
さ

ん
に
手
み
や
げ
を
持
っ
て
行
っ
た
こ
と
は
な
く
、
吉
田
さ
ん
か
ら
物
を
頂
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
吉
田
さ
ん
に
呼

ば
れ
た
こ
と
は
な
く
、
全
て
私
か
ら
会
い
に
出
向
い
た
も
の
で
す
。
吉
田
さ
ん
は
沖
縄
に
出
張
さ
れ
た
際
に
、
総
合
事

務
局
の
私
の
部
屋
に
見
え
る
こ
と
が
何
回
か
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
私
が
呼
び
寄
せ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
時
間

が
あ
っ
た
の
で
立
ち
寄
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
私
が
方
言
支
持
者
で
あ
る
こ
と
は
、
私
が
職
場
で
方
言
を
交
え
て
話

し
た
り
、
会
合
で
方
言
で
挨
拶
し
た
り
す
る
の
で
、
珍
し
い
大
和
人
と
し
て
う
わ
さ
さ
れ
て
い
て
、
吉
田
さ
ん
は
私
の

し
ま
し
た
。
世
に
い
う
方
言
論
争
で
す
。
私
に
と
っ
て
は
興
味
深
い
沖
縄
の
歴
史
の
一
面
で
し
た
。
そ
の
主
役
の
一
人

の
吉
田
嗣
延
さ
ん
が
財
団
法
人
沖
縄
協
会
の
専
務
理
事
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
お
会
い
し
て
話
を
聞
い
て
み

た
く
な
り
ま
し
た
。
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そ
う
い
う
言
動
を
早
い
う
ち
か
ら
ご
承
知
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
話
は
必
然
の
よ
う
に
方
一
一
一
一
口
論
争
の
こ
と
に
な
っ
て
行

く
の
で
す
が
、
吉
田
さ
ん
は
進
ん
で
話
す
の
で
は
な
く
、
私
の
質
問
に
答
え
る
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。
口
数
は
私
の
方

が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
話
の
中
で
私
が
、
生
活
語
と
し
て
の
沖
縄
語
の
価
値
を
陰
に
陽
に
何
遍
も

一
一
一
一
口
う
の
で
、
吉
田
さ
ん
に
は
私
の
言
い
分
が
十
分
に
伝
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
楽
し
い
雰
囲
気
は
な
く
、
真
剣
な
面
持

ち
で
、
専
務
室
で
小
声
で
、
密
談
で
も
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
実
際
、
何
回
か
お
会
い
す
る
う
ち
、
話
は
本
当
に
秘

密
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
が
方
言
論
争
の
頃
に
つ
い
て
「
標
準
語
の
徹
底
励
行
に
よ
っ
て
、
方
言
は
事
実
上
禁
止
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

な
ぜ
そ
う
し
た
の
で
す
か
」
と
訊
ね
る
と
、
吉
田
さ
ん
は
「
沖
縄
の
人
が
よ
り
広
い
社
会
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
そ
う

し
た
。
し
か
し
、
ほ
か
の
や
り
方
が
あ
っ
た
筈
だ
」
と
つ
ぶ
や
き
、
反
省
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
し
た
。
私
は
「
あ

の
時
代
の
こ
と
で
す
か
ら
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
方
言
を
育
て
て
行
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
」
と
申
し
上

げ
る
と
、
吉
田
さ
ん
は
無
言
で
首
を
縦
に
振
り
ま
し
た
。

私
が
吉
田
さ
ん
に
方
言
復
活
を
説
い
た
と
同
じ
こ
と
を
、
沖
縄
出
身
者
が
し
た
と
し
た
ら
、
吉
田
さ
ん
は
ど
う
対
応

し
た
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
私
が
大
和
人
で
沖
縄
開
発
庁
に
い
て
、
責
任
あ
る
職
位
の
役
人
で
あ
る

こ
と
は
ご
承
知
で
し
た
。
そ
し
て
ご
自
身
が
若
い
頃
、
県
庁
内
の
数
少
な
い
高
等
官
と
し
て
、
部
下
が
年
上
で
あ
っ
た

こ
と
も
経
験
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
吉
田
さ
ん
よ
り
も
二
十
六
も
年
下
で
す
が
、
吉
田
さ
ん
か
ら
丁
寧
な
扱
い
を
受
け

ま
し
た
。
沖
縄
開
発
庁
と
沖
縄
協
会
は
関
係
が
深
い
と
は
い
っ
て
も
、
方
言
の
こ
と
は
業
務
外
で
す
。
私
と
吉
田
さ
ん
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す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
に
は
、
吉
田
さ
ん
か
ら
頼
ま
れ
た
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
私
が
沖
縄
総
合
事
務
局
に

勤
務
し
て
い
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
那
覇
市
内
で
沖
縄
協
会
主
催
の
行
事
が
あ
っ
て
、
私
が
役
所
を
代
表
し
て
挨
拶
を

述
べ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
日
、
自
分
の
事
務
室
に
い
て
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
会
場
に
行
こ
う
か
と
思
っ
て

（
弱
）

い
る
と
、
電
話
が
鳴
っ
て
、
吉
田
さ
ん
か
ら
で
し
た
。
「
今
日
の
挨
拶
は
方
一
一
一
一
口
で
頼
む
。
」
と
い
わ
れ
て
、
私
は
一
瞬
と

ま
ど
い
ま
し
た
。
「
会
場
に
は
大
和
人
な
ど
色
々
な
方
々
が
集
ま
っ
て
い
る
の
で
、
方
言
で
は
ご
迷
惑
で
は
？
」
と
い

う
と
「
そ
れ
は
分
か
っ
て
い
る
。
是
非
頼
む
。
」
と
一
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
よ
く
考
え
ず
、
反
射
的
に
「
は
い
」
と
い
っ

て
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
は
吉
田
さ
ん
に
か
ね
が
ね
、
沖
縄
語
は
話
し
言
葉
と
し
て
こ
そ
本
来
の
価
値
が
あ
る
、

と
主
張
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
断
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
準
備
が
で
き
て
い
な
い
な
ど
は
理
由
に
な
り
ま
せ

ん
。
準
備
な
し
で
話
す
一
一
一
一
口
葉
が
話
し
言
葉
で
す
。
え
ら
い
こ
と
に
な
っ
た
、
と
思
い
ま
し
た
が
、
挨
拶
は
共
通
語
で
す

る
前
提
で
筋
は
考
え
て
い
た
の
で
、
会
場
に
着
く
ま
で
の
間
、
頭
の
中
は
沖
縄
語
で
の
話
の
流
れ
を
整
え
る
こ
と
で
精

一
杯
で
し
た
。
原
稿
な
し
で
何
と
か
済
ま
せ
、
出
来
の
程
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
拍
手
は
頂
き
ま
し
た
。
終
わ
っ
て
ほ
っ

と
し
た
と
き
、
頭
に
ひ
ら
め
く
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
吉
田
さ
ん
に
う
ち
な
－
ぐ
ち
を
テ
ス
ト
さ
れ
た
！
と
。
と
い

う
の
は
、
私
と
吉
田
さ
ん
と
の
普
段
の
対
話
は
共
通
語
で
し
た
か
ら
、
吉
田
さ
ん
は
私
の
方
言
能
力
を
知
ら
な
か
っ
た

の
で
す
。
吉
田
さ
ん
は
私
の
沖
縄
語
を
そ
こ
で
始
め
て
耳
に
し
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
が
こ
の
あ
と
の
話
に
つ
な
が
る
と

は
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
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も
う
一
つ
、
吉
田
さ
ん
に
大
き
な
こ
と
を
頼
ま
れ
ま
し
た
。
昭
和
六
十
（
一
九
八
五
）
年
の
秋
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
の
頃
の
私
は
、
沖
縄
勤
務
を
終
え
て
東
京
の
総
務
庁
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。
吉
田
さ
ん
と
の
方
言
を
巡
る
話
し

合
い
は
深
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
沖
縄
協
会
の
専
務
室
で
話
し
合
っ
て
い
る
と
き
で
し
た
。
吉
田
さ
ん
が
私
に
「
も
う
一

（
妬
）

度
沖
縄
に
行
っ
て
方
一
一
一
一
口
普
及
運
動
を
し
て
く
れ
な
い
か
。
」
と
い
う
の
で
す
。
私
「
役
所
の
人
事
は
私
の
思
い
通
り
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
た
ぶ
ん
も
う
沖
縄
勤
務
の
機
会
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
」
、
吉
田
さ
ん
「
行
っ
て
く
れ
る
の
な
ら
職
場

の
こ
と
は
私
（
吉
田
）
が
考
え
る
。
琉
大
教
授
で
は
ど
う
か
。
」
、
私
「
そ
れ
な
ら
わ
か
り
ま
し
た
。
」
、
吉
田
さ
ん
「
だ

が
方
言
普
及
運
動
と
い
う
と
誤
解
さ
れ
る
。
沖
縄
文
化
の
研
究
と
い
う
方
が
よ
い
。
」
吉
田
さ
ん
は
そ
こ
ま
で
考
え
て

お
ら
れ
た
の
で
す
。
そ
し
て
「
私
（
吉
田
）
は
過
去
の
い
き
さ
つ
も
あ
り
、
今
さ
ら
方
言
普
及
活
動
を
す
る
の
も
：
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
も
う
七
十
五
歳
、
年
齢
も
考
え
て
お
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
私
は
大
変
な
返
事
を
し
た
も
の
だ
、

と
後
悔
が
半
分
、
新
し
い
希
望
が
半
分
、
気
持
ち
は
複
雑
で
し
た
。
青
田
さ
ん
は
、
私
の
目
の
前
で
名
刺
を
数
枚
取
り

出
し
て
、
｜
枚
一
枚
に
ペ
ン
で
「
船
津
氏
に
会
っ
て
や
っ
て
欲
し
い
」
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
を
書
い
て
い
ま
し
た
。
真

栄
城
朝
潤
さ
ん
、
新
崎
盛
暉
さ
ん
、
束
江
康
治
さ
ん
な
ど
に
宛
て
た
も
の
を
私
に
渡
し
「
こ
の
人
達
と
一
度
会
っ
て
欲

し
い
。
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

琉
大
へ
の
転
職
の
話
は
秘
密
と
な
り
ま
し
た
。
秘
密
と
申
し
合
わ
せ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
総
務
庁
の
現
職
の

幹
部
が
転
職
の
準
備
を
し
て
い
る
こ
と
が
発
覚
す
る
と
、
私
と
し
て
は
大
変
困
る
の
で
す
。
吉
田
さ
ん
は
役
人
の
経
験

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
辺
の
こ
と
は
心
得
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
む
し
ろ
、
琉
大
筋
か
ら
漏
れ
は
し
な
い
か
と
、
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非
常
に
心
配
し
て
い
ま
し
た
。

年
が
明
け
て
昭
和
六
十
一
（
’
九
八
六
）
年
、
吉
田
さ
ん
は
突
然
病
に
襲
わ
れ
、
入
院
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
早
い
快

復
を
信
じ
て
い
ま
し
た
。
東
京
女
子
医
大
病
院
に
見
舞
い
ま
し
た
。
奥
様
が
ベ
ッ
ド
脇
に
お
ら
れ
ま
し
た
。
私
が
嗣
延

さ
ん
の
手
を
取
っ
て
握
る
と
、
気
の
せ
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
握
り
返
し
て
く
れ
た
よ
う
で
し
た
。
声
を
か
け
ま
し

た
が
返
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

昭
和
六
十
一
二
九
八
六
）
年
に
な
っ
て
、
琉
大
の
内
部
に
詳
し
い
真
栄
城
朝
潤
さ
ん
の
計
ら
い
で
琉
大
を
訪
ね
ま

し
た
。
真
栄
城
さ
ん
は
琉
大
事
務
局
長
を
長
く
務
め
て
退
職
し
、
県
立
芸
大
に
移
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
琉
大
に
行
っ

て
事
務
局
長
の
松
村
圭
三
さ
ん
に
お
会
い
し
、
教
員
採
用
人
事
の
状
況
や
手
続
き
の
話
を
伺
い
ま
し
た
。
東
江
学
長
に

は
挨
拶
だ
け
と
し
、
細
か
い
話
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

吉
田
さ
ん
か
ら
は
、
新
崎
盛
暉
さ
ん
へ
の
紹
介
の
名
刺
も
預
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
有
力
者
二
人
に
同
じ
お
願
い
を

す
る
と
、
二
人
で
動
き
出
さ
れ
て
は
混
乱
す
る
と
思
い
、
新
崎
さ
ん
に
は
お
願
い
せ
ず
、
真
栄
城
さ
ん
に
一
本
化
し
ま

し
た
。
琉
大
の
話
で
は
、
教
員
採
用
は
縁
故
と
い
う
訳
に
は
い
か
ず
、
空
き
ポ
ス
ト
が
あ
る
こ
と
や
所
定
の
書
類
の
審

査
な
ど
、
選
考
は
簡
単
で
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
学
部
を
回
り
ま
し
た
が
、
空
気
は
冷
た
か
っ
た
よ
う
に
思
い

私
の
琉
大
へ
の
転
職
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
語
の
普
及
の
こ
と
は
表
に
は
出
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
琉
大
へ
の
転
職
は
、

私
が
沖
縄
で
方
言
普
及
運
動
を
す
る
た
め
の
生
活
基
盤
の
確
保
が
目
的
で
あ
っ
て
、
専
門
は
統
計
学
と
い
う
こ
と
で
、

ま
す
。
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こ
と
な
く
、
他
界
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
も
は
や
琉
大
へ
の
教
員
採
用
申
請
の
機
会
を
失
っ
て
い
ま
し
た
。
前
述
の
吉
田

さ
ん
か
ら
新
崎
盛
暉
さ
ん
に
宛
て
た
名
刺
メ
モ
は
、
長
い
間
盛
暉
さ
ん
に
お
渡
し
す
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

平
成
一
九
（
一
一
○
○
七
）
年
三
月
七
日
盛
暉
さ
ん
に
お
会
い
し
た
機
会
に
、
「
預
か
っ
て
い
ま
し
た
の
で
」
と
言
っ
て

お
渡
し
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
も
う
、
名
刺
を
巡
る
細
か
い
事
情
を
お
伝
え
す
る
意
味
は
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

吉
田
さ
ん
は
病
に
倒
れ
ら
れ
る
少
し
前
、
本
気
で
方
言
復
活
を
願
い
、
私
に
そ
れ
を
託
し
ま
し
た
。
私
が
吉
田
さ
ん

に
代
わ
っ
て
行
動
し
て
い
る
と
は
、
私
が
勝
手
に
思
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
私
は
沖
縄
に
移
り
住
む
こ
と
は
叶
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
現
在
も
沖
縄
語
の
普
及
運
動
を
し
て
い
ま
す
。
普
及
運
動
家
と
言
わ
な
い
で
沖
縄
語
研
究
家
と
い
う
こ

と
に
し
た
の
は
、
吉
田
さ
ん
と
の
話
を
通
じ
て
考
え
た
一
肩
書
き
で
す
。
沖
縄
語
学
で
は
な
く
て
、
実
用
沖
縄
語
の
普
及

方
法
の
研
究
家
と
い
う
意
味
で
す
。
私
は
初
め
の
頃
は
新
聞
に
沖
縄
語
を
支
持
す
る
意
見
を
書
い
た
り
し
て
、
珍
し
い

大
和
人
と
見
ら
れ
て
し
ま
っ
て
、
放
送
へ
の
出
演
な
ど
う
ち
な
－
ぐ
ち
タ
レ
ン
ト
に
な
り
そ
う
な
場
面
も
あ
り
ま
し
た

が
、
全
て
辞
退
し
ま
し
た
。
吉
田
さ
ん
は
方
言
論
争
の
頃
、
「
愛
玩
県
」
を
初
め
民
芸
側
の
発
言
に
対
し
て
ご
自
身
の

見
解
を
幾
つ
か
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
沖
縄
人
の
自
意
識
に
満
ち
た
も
の
で
し
た
。
民
芸
の
田
中
俊
雄
さ
ん
や
柳

（
９
）
 

一
示
悦
さ
ん
か
ら
は
、
そ
れ
を
指
し
て
「
郷
土
に
対
す
る
自
覚
の
無
さ
」
の
表
れ
と
し
て
こ
き
下
ろ
さ
れ
ま
し
た
。
民
芸

が
吉
田
さ
ん
を
郷
土
に
対
す
る
自
覚
が
な
い
と
非
難
し
た
の
は
、
方
言
を
大
切
に
し
な
い
こ
と
に
対
し
て
で
す
。
吉
田

さ
ん
が
方
言
を
大
切
に
し
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
の
は
止
む
を
得
ま
せ
ん
が
、
吉
田
さ
ん
は
誰
よ
り
も
郷
土
に
対
す
る

自
覚
を
持
っ
て
い
た
、
と
い
う
の
が
私
の
見
解
で
す
。
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吉
田
さ
ん
の
話
や
若
い
頃
の
文
筆
は
、
今
も
私
の
肝
を
染
め
て
色
あ
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
沖
縄
の
学
習

者
で
あ
っ
て
、
柳
宗
悦
さ
ん
の
よ
う
に
県
民
の
前
に
立
っ
て
沖
縄
語
の
普
及
を
叫
ぶ
よ
う
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
同
じ

関
心
を
持
つ
沖
縄
の
人
々
と
の
意
見
交
換
を
通
じ
て
、
沖
縄
を
学
び
知
り
、
私
の
沖
縄
語
普
及
に
関
す
る
意
見
が
通
じ

て
人
々
の
行
動
に
反
映
さ
れ
れ
ば
嬉
し
い
、
と
い
う
の
が
私
が
吉
田
さ
ん
か
ら
学
び
取
っ
た
も
の
と
、
私
の
大
和
人
と

し
て
の
自
意
識
が
結
び
つ
い
た
私
の
沖
縄
語
普
及
の
運
動
原
理
で
す
。
こ
れ
は
生
涯
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
一
方
で
自
分

の
考
え
を
人
に
聞
い
て
も
ら
い
た
い
の
は
研
究
者
の
本
能
、
学
習
者
の
立
場
と
矛
盾
し
て
、
私
の
胸
中
で
の
葛
藤
は
ひ

ど
く
な
る
ば
か
り
で
す
。

世
は
変
わ
り
、
社
会
の
多
言
語
化
は
世
界
の
趨
勢
で
あ
り
、
複
数
の
生
活
語
を
持
つ
こ
と
は
高
い
言
語
素
養
と
考
え

ら
れ
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

吉
田
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
十
七
年
経
っ
た
平
成
十
八
（
二
○
○
六
）
年
、
県
は
「
し
ま
く
と
う
ば
の
日
」
の

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
沖
縄
語
を
復
活
さ
せ
、
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
県
の
方
針
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
一
番
喜
ん
だ
の
は
、
今
は
亡
き
吉
田
嗣
延
さ
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
（
終
わ
り
）

（
余
話
）

沖
縄
県
立
芸
術
大
学
は
昭
和
六
十
一
（
一
九
八
六
）
年
に
開
学
し
ま
し
た
が
、
準
備
は
そ
の
数
年
前
か
ら
な
さ
れ
て

い
て
、
吉
田
さ
ん
は
沖
縄
協
会
に
い
て
そ
の
仕
事
に
係
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
芸
術
の
大
学
で
す
か
ら
、
伝
統
的
な
織
物
、
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染
物
、
焼
物
な
ど
に
も
関
係
が
あ
り
、
参
考
に
そ
の
方
面
で
有
名
な
日
本
民
芸
協
会
の
考
え
を
聞
く
こ
と
に
な
り
ま
し

む
ね
み
ち

た
。
そ
の
こ
ろ
の
民
芸
の
会
長
は
柳
宗
理
さ
ん
で
、
宗
悦
さ
ん
の
ご
子
息
で
す
。
圭
口
田
さ
ん
は
宗
理
さ
ん
を
沖
縄
協
会

に
招
い
て
話
を
交
わ
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
昔
の
話
が
出
た
よ
う
で
、
吉
田
さ
ん
の
「
若
気
の
至
り
で
：
」
と
い
う
声

が
聞
こ
え
た
と
、
近
く
に
い
た
職
員
が
証
言
し
て
い
ま
す
。
話
の
細
か
い
内
容
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
一
九
八
三
’
四

年
の
頃
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
頃
の
吉
田
さ
ん
は
昔
を
悔
い
、
方
言
へ
の
思
い
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
ま
し
た
。
吉

田
家
と
柳
家
の
和
解
、
そ
こ
で
は
、
吉
田
さ
ん
か
ら
宗
理
さ
ん
に
対
し
て
、
謝
罪
に
近
い
言
葉
や
宗
悦
さ
ん
を
讃
え
る

言
葉
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

（
要
点
の
整
理
）

話
の
筋
道
を
よ
り
解
り
易
く
す
る
た
め
、
要
点
を
以
下
に
整
理
し
て
お
き
ま
す
。

（
１
）
吉
田
嗣
延
さ
ん
が
方
言
復
活
論
者
に
な
っ
た
経
緯

・
昭
和
十
五
（
一
九
四
○
）
年
ま
で
、
生
活
改
善
の
一
環
と
し
て
標
準
語
の
励
行
を
強
化
し
た
。
そ
の
結
果
、

方
言
を
一
層
弾
圧
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
菰
）

・
昭
和
五
十
五
（
一
九
八
○
）
年
頃
に
な
っ
て
、
垂
已
の
や
り
方
が
誤
り
で
あ
っ
た
旨
の
手
記
を
公
刊
し
、
人
の

（”一）

集
ま
り
で
も
述
べ
た
。
な
お
、
吉
田
さ
ん
本
人
は
一
九
八
○
年
の
手
記
の
中
で
、
垂
曰
の
誤
り
に
つ
い
て
は
ず
っ

と
以
前
（
五
十
歳
・
’
九
六
○
年
を
超
え
た
頃
）
に
気
が
付
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
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吉
田
嗣
延
さ
ん
の
方
言
に
関
連
す
る
事
実
は
、
長
い
人
生
の
中
で
飛
び
離
れ
た
少
な
い
点
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。
そ

れ
を
連
続
し
た
線
に
す
る
た
め
に
は
、
各
事
実
を
誤
り
な
く
解
釈
し
た
上
で
、
事
実
と
事
実
の
間
を
推
理
で
結
ぶ
ほ
か

あ
と
が
き

・
昭
和
六
十
（
一
九
八
五
）
年
の
前
半
に
、
昔
の
や
り
方
を
後
悔
し
て
、
ラ
ジ
オ
放
送
を
通
じ
て
県
民
に
向
け

て
述
懐
し
た
。

・
昭
和
六
十
（
’
九
八
五
）
年
の
後
半
に
方
言
復
活
論
者
に
な
っ
た
。

（
２
）
柳
宗
悦
さ
ん
の
沖
縄
の
言
語
問
題
へ
の
関
わ
り

・
昭
和
十
五
（
’
九
四
○
）
年
頃
、
標
準
語
の
普
及
は
よ
い
が
方
言
を
お
ろ
そ
か
に
す
べ
き
で
な
い
と
唱
え
た
。

・
昭
和
十
五
（
’
九
四
○
）
年
八
月
一
一
日
、
県
知
事
と
の
談
判
で
県
が
方
言
を
無
く
す
意
向
で
あ
る
と
悟
り
、

不
満
の
内
に
沖
縄
か
ら
身
を
引
き
、
不
満
が
解
消
さ
れ
な
い
ま
ま
世
を
去
っ
た
。

（
３
）
方
言
に
対
す
る
沖
縄
県
庁
の
公
式
見
解

・
昭
和
十
五
（
一
九
四
○
）
年
、
柳
宗
悦
さ
ん
を
退
け
て
か
ら
、
標
準
語
の
励
行
に
際
し
て
方
言
を
厄
し
て
は

な
ら
な
い
旨
の
布
令
を
公
布
し
た
。
内
容
は
宗
悦
さ
ん
の
主
張
に
沿
っ
て
い
る
が
、
宗
悦
さ
ん
に
は
知
ら
せ

な
い
こ
と
と
し
た
ら
し
い
。

424 

Hosei University Repository



ま
せ
ん
。

柳
宗
悦
さ
ん
ら
民
芸
同
人
と
そ
の
支
持
者
、
吉
田
嗣
延
さ
ん
や
県
庁
と
そ
の
支
持
者
、
彼
ら
の
間
の
団
体
戦
の
よ
う

な
論
争
は
、
史
劇
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。
そ
の
史
劇
は
、
方
言
を
認
め
守
る
趣
旨
の
県
布
令
の
公
布
を
も
っ
て
幕
と
な

り
ま
し
た
。
見
終
わ
っ
て
、
方
言
を
支
持
す
る
立
場
の
筆
者
に
は
、
皆
、
適
所
の
配
役
を
得
た
役
者
の
よ
う
に
思
え
ま

す
。

は
あ
り
ま
せ
ん
。
戦
前
と
晩
年
を
除
い
て
は
情
報
が
少
な
い
た
め
、
推
理
者
に
よ
っ
て
は
異
な
る
筋
に
な
る
か
も
知
れ

【
関
係
資
料
一
覧
】

（
１
）
島
袋
全
発
琉
球
新
報
昭
和
十
五
年
二
月
十
五
日
「
随
想
一
一
一
題
（
下
）
」
。
月
刊
民
芸
昭
和
十
四
年
八
月
号
五
十
三
頁

（
２
）
月
刊
民
芸
昭
和
十
四
年
五
月
号
一
一
一
十
九
頁
三
月
一
一
十
五
日
の
日
記

（
３
）
月
刊
民
芸
昭
和
十
四
年
四
月
号
二
’
五
頁

（
４
）
琉
球
新
報
昭
和
十
五
年
六
月
二
十
六
日

（
５
）
大
宜
味
梅
子
昭
和
十
五
年
一
月
十
三
日
沖
縄
日
報

（
６
）
月
刊
民
芸
昭
和
十
四
年
五
月
号
四
十
頁
三
月
二
十
七
日
の
日
記

（
７
）
大
阪
球
陽
新
報
昭
和
十
五
年
十
一
月
一
日
。
伊
波
普
猷
全
集
（
平
凡
社
）
第
十
巻
四
三
一
頁

（
８
）
船
津
好
明
「
方
言
論
争
を
究
明
す
る
［
吉
田
弱
、
畑
］
」
沖
縄
文
化
研
究
狐
、
二
○
○
八
年
、
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
編
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（
羽
）
沖
縄
日
報
昭
和
十
五
年
一
月
二
十
九
日

（
皿
）
「
回
想
吉
田
嗣
延
」
五
十
一
頁
、
吉
田
嗣
延
追
悼
文
集
刊
行
委
員
会
編
、

（
釦
）
船
津
好
明
「
方
言
論
争
を
究
明
す
る
［
吉
田
別
］
」
沖
縄
文
化
研
究
弧
、

（
皿
）
大
城
立
裕
「
那
覇
市
史
資
料
篇
第
２
巻
中
３

（
Ⅲ
）
沖
縄
日
報
昭
和
十
五
年
一
月
十
六
日

（
羽
）
船
津
好
明
「
方
言
論
争
を
究
明
す
る
［
吉
田
田
、
冊
、
別
、
弱
、
帥
］
」
沖
縄
文
化
研
究
弧
、

（
肥
）
船
津
好
明
「
方
言
論
争
を
究
明
す
る
［
吉
田
Ⅲ
］
」
沖
縄
文
化
研
究
弧
、

（
〃
）
船
津
好
明
「
方
言
論
争
を
究
明
す
る
［
吉
田
別
］
」
沖
縄
文
化
研
究
弧
、

（
邪
）
月
刊
民
芸
昭
和
十
四
年
八
月
号
五
十
二
頁
。

（
狐
）
船
津
好
明
「
方
言
論
争
を
究
明
す
る
［
吉
田
狐
、
Ⅲ
、
別
］
」
沖
縄
文
化
研
究
狐
、

（
皿
）
琉
球
新
報
二
○
○
八
年
二
月
二
十
四
日
、
日
曜
評
論

（
妬
）
沖
縄
朝
日
新
聞
昭
和
十
五
年
一
月
十
二
日
。
那
覇
市
史
資
料
篇
第
２
巻
中
３
、

（
弱
）
「
回
想
吉
田
嗣
延
」
五
十
五
頁
、
吉
田
嗣
延
追
悼
文
集
刊
行
委
員
会
編
、

（
銘
）
「
回
想
吉
田
嗣
延
」
五
十
三
頁
、
吉
田
嗣
延
追
悼
文
集
刊
行
委
員
会
編
、

所
編

文
化
研
究
所
編

九
七
○
年
、
文
化
問
題
資
料
〈
解
説
〉

○
○
八
年
、
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
編

○
○
八
年
、
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
編

○
○
八
年
、
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
編

九
九
○
年

九
九
○
年

九
九
○
年

九
七
○
年
、
文
化
問
題
資
料
四
五
一
頁

○
○
八
年
、
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究

四
九
頁○
○
八
年
、
法
政
大
学
沖
縄
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（
胡
）
「
回
想
吉
田
嗣
延
」
五
十
四
頁
、
吉
田
嗣
延
追
悼
文
集
刊
行
委
員
会
編
、

（
師
）
「
私
の
戦
後
史
」
第
三
巻
九
十
一
頁
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、

訂
正

沖
縄
文
化
研
究
弧
の
拙
稿
刑
頁
ｎ
行
目
「
安
里
の
部
」
は
「
安
里
延
」
の
誤
り
。

九
八
○
年
。
標
準
語
普
及
は
生
活
の
一
般
化
の

九
九
○
年

つ
｡ 
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